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米子市は、鳥取県の西部、日本海側に位置し、山陰の商都と称される鳥取県西部の中核

都市です。米子市では道路建設等、交通網の整備が急速に進められ、これに伴う埋蔵文化

財の発掘調査によって、この地域の歴史を考えるうえで重要な遺跡が数多く発見されてい

ます。

本書は、平成12年度に実施した米子市目久美町に所在する目久美遺跡の第8次発掘調査

報告書です。目久美遺跡、は、昭和8年に新加茂川の開削工事中に発見され、山陰地方を代

表する縄紋、弥生時代の遺跡として周知されています。また昭和57年には山陰地方で初め

て弥生時代の水田跡が確認され注目を集めました。このほかにも保存状態のよい遺物が数

多く出土し、当時の人々の暮らしを探る上での貴重な資料を数多く提供しています。

今回実施しました第8次調査では、弥生時代の水田跡のほか、縄紋時代にかつてこの地

が海であったことを示す資料を得ることができました。これらの成果は、今後の研究にお

ける重要な資料になるものと思われます。

最後になりましたが、調査を実施するにあたって、多大なご理解とご協力を頂きました、

地元の方々をはじめ、ご指導、ご支援を賜りました方々、関係各位に心から御礼を申し上

げます。

2003年(平成15年) 3月

財団法人米子市教育文化事業団

理事長山岡宏
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1.本書は、鳥取県が計画する、都市計画道路車尾目久美町線道路改良工事に伴い、平成12年度に米子市目久美

町内で実施した、埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2.発掘調査は、鳥取県の委託を受けて、財団法人米子市教育文化事業団が実施した。

3.本書における方位は、全て真北を示し、表記した座標値は、国土座標第V系の座標値である。 またレベルは

海抜標高を示す。

4.本書に掲載した第3図は、平成7年8月1日、国土地理院発行の 5万分の l地形図「米子」を加筆して使用

した。

5.本書に掲載した第4図の地形図は、昭和63年10月修正米子境港都市計画図(米子市)を複写、縮小して掲載

している O

6.調査の実施に当たって、基準点測量を日本区画に、地形測量業務の一部を株式会社ワールドに、出土石器の

実測、 トレース業務の一部を岡三リピックに、科学分析を古環境研究所、文化財調査コンサルタントの各社

にそれぞれ委託した。

7.発掘調査によって作成された記録及び出土遺物は、米子市教育委員会が保管している。

8.本書の執筆、編集は、佐伯が行った0

9.現地調査及び報告書作成には多くの方々のご指導、ご協力をいただいた。明記して感謝いたします。

(敬称略)井上智博 W ・エドワード 遠藤勝書大川泰広岡野雅則置田雅昭 国田俊雄 斎

野裕彦 下江健太鈴木康二竹広文明辻信広中川寧中原斉中村健二 中森祥

桑原久男

西尾克巳 浜田真

人 i賓田竜彦 i賓隆造 日紫喜勝重 別所秀高 堀口譲 松井一明 柳浦俊一 八峠興 山内紀嗣 山田康

ヲム

凡 例

1.遺物実測図のうち、須恵器は断面を黒塗り、その他の遺物は断面を白抜きで示した。

2.遺物実測図中の網点、は、「顔料」、「焼痕jの範囲を示す。

3.本文、挿図及び写真図版中の遺物番号は一致する。

4.遺物番号は、土器、土製品、須恵器、陶磁器にはPOを、石製品はSを、鉄製品はFを、青銅製品はBを、

ス製品にはGを先頭につけ区別している O

5.遺跡の略号はME8である。

ガラ

6.石器の重量測定には、新光電子社製DJ-3000を使用し、 3kgを超える重量のものはアナログ式の台秤を使用

した。
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第 1章調査の経緯

第 1節調査に至る経緯

本発掘調査は、鳥取県により進められている、都市計画道路車尾目久美町線道路改良工事を原因とする、埋蔵

文化財の保護を目的としたものである O

この都市計画道路車尾目久美町線道路改良工事については、これまでに路線上に所在する遺跡について関係機

関で協議され、平成7年度より長砂第3遺跡、長砂第4遺跡、目久美遺跡第 5次調査、目久美遺跡第6次調査が

財団法人米子市教育文化事業団により実施されている。

今回の第8次調査地点、については、新加茂川改修工事(第 1次調査)、米子市下水道工事(第2次、第4次調

査)、車尾目久美町緯改良工事(第6次調査)の各地点に隣接する地点で、事前に埋蔵文化財の存在が予想され

る状況であった。このため鳥取県米子土木は、米子市教育委員会と協議を行い、文化財保護法第57条の3に基づ

く発掘通知を鳥取県教育委員会に提出し、発掘調査を財団法人米子市教育文化事業団に委託した。これにより、

財団法人米子市教育文化事業団埋蔵文化財調査室が調査を実施することとなった。

④ 
b 

日本海

第1図米子市の位置

1 



第2節調査の体制

発掘調査は以下の体制で、行われた O

平成12年度(現地調査)

調査主体 財団法人米子市教育文化事業団

理事長森田隆朝(米子市長)

埋蔵文化財調査室

室 長古前勝茂

次 長矢倉紀夫

主 任平木裕子

調査担当 調査員佐伯純也

臨時職員森田静香森井あづさ

調査協力 米子市教育委員会

平成13年度(報告書作成事業)

調査主体 財団法人米子市教育文化事業団

理事長森田隆朝(米子市長)

埋蔵文化財調査室

室 長妹津佐智夫

次 長矢倉紀夫

調査担当 調査員佐伯純也

臨時職員森田静香森井あづさ

平成14年度(報告書作成事業)

調査主体 財団法人米子市教育文化事業団

理事長森田 隆朝(米子市長)平成14年5月28日まで

山岡 宏(米子市教育長)平成14年5月29日より

埋蔵文化財調査室

室 長妹津佐智夫

次 長矢倉紀夫

調査担当 調査員佐伯純也

臨時職員遠本富代篠田明子福嶋昌子森田静香森井あづさ

2 



第2章 目久美遺跡の位置と環境

第1節 目久美遺跡の位置(第 1、3図)

目久美遺跡は、鳥取県米子市目久美町に所在する、縄紋時代から近世の複合遺跡、である O 米子市は、総面積

99.46平方キロメートル、人口約14万人を有する鳥取県西部の中核都市であり、古代の行政区分では、伯書国会

見郡、汗入郡に属する地域であった。

地形的には、米子市の東側に位置する大山(標高1，729m)の造山活動によって形成された火山灰台地と、市

の中心を北流する日野川の沖積作用によって形成された米子平野部と弓ヶ浜半島部に大別される O

遺跡は、 ]R米子駅の東南約500mの地点に位置し、遺跡の南側に位置する行者山(標高128m)から伸びる丘陵

裾部一帯に展開しているものと考えられる O 調査地の北西部には、足尾山と呼ばれる小規模な独立丘陵があり、

山頂には目久美神社が置かれている。明治時代末期に撮影された写真(図版19-3)には、調査地点の東側に行

者山から伸びる小丘陵が存在したことや、足尾山の北側にも、同様の小規模な独立丘陵が点在したことを示して

いる。現在の目久美遺跡周辺は、昭和 8年に開削された新加茂川や、加茂川放水路、国道180号線などが建設さ

れ、写真が撮影された当時とは、全く景観を異にしており、時間の経過を感じさせるものとなっている。

第2節 目久美遺跡の歴史的環境(第 1"'4図)

縄紋時代

目久美遺跡において、人類の生活痕跡が認められるのが縄紋時代早期末以降と推定されている。縄紋海進期に

は、この目久美遺跡、も海に面した集落であったらしく、第 1次調査で出土した多量の石錘や石銀、動物遺体など

から、縄紋時代の日久美遺跡周辺は、豊かな自然資源に恵まれた環境に位置していたことが推察される。

米子市内では、旧石器時代から縄紋時代草創期に該当する遺跡は確認されていないが、尖頭器の出土例が奈喜

良遺跡 (25)、陰田第6遺跡 (18)、橋本徳道西遺跡 (24)などで確認されており、断片的ながら目久美遺跡の周

辺で、狩猟を基盤とする人間の活動があったことを窺わせる。縄紋時代早期には、大山の西麓、標高75m付近の

微高地上に位置する上福万遺跡 (37)や、泉中峰・泉前田遺跡 (30・31)新山山田遺跡 (21)で押型紋土器が確

認されており、これらが米子市内最古の集落遺跡と考えられる。前期の遺跡は、目久美遺跡のほか、陰田第9遺

跡 (17)、古谷銭神遺跡 (23)、中期には目久美遺跡、陰田第 7遺跡 (19)、後期には目久美遺跡、喜多原第 4遺

跡 (34)、古市河原田遺跡 (22)があり、これらの遺跡から土器や石器などの遺物が出土している。縄紋時代の

遺構に関する資料は、落し穴状の土坑以外は数が少なく、配石・集石遺構、貯蔵穴などが見つかっているに過ぎ

なi¥ 0 縄紋時代の住居跡については、明確な時期がはっきりしないものの、平地式住居と見られる遺構が岡成第

9遺跡 (33)、喜多原第 4遺跡 (34)で確認されているほか、泉中峰遺跡 (30)から周囲に小ピットが巡る竪穴

が見つかっており、形態的な特徴から住居跡の可能性が指摘されている。この他に報告されていない目久美遺跡

の資料では、山陰歴史館に 3点の縄紋土器が収蔵されており、第 2図にこれを図示した。第 3図PoUま、外面に

縄紋を施し波状の口縁にミミズパレ状の突帯を貼り付けるもので、長山式並行の深鉢とみられる。第 1次調査で

は、長山式の資料は出土しておらず、菱根式から西川津式の中聞を埋める資料である o Po2、Po3は、外面縄紋

地の深鉢で、 Po3は、口縁端部外面を肥厚させ縄紋が施紋される、いわゆる波子式の資料である。これらの遺物

が採集、収蔵された経緯については不明であるが、昭和8年に開削された新加茂川の工事中に出土したものか、

護岸工事前の新加茂川土子断面から採取されたものと考えられる。

3 



弥生時代

縄紋時代晩期から弥生時代前期には、海退によって生じた低湿地を利用した農耕が行われていたらしく、目久

美遺跡をはじめとして、長砂第4遺跡(3 )、米子城跡第21遺跡 (15)などの低湿地遺跡で弥生時代前期の粘土

このころから急激に集落の数が増加しており、集落の選

地にあたって、低湿地に隣接する地点、が好んで選ばれたためと考えられる。こうした遺跡数の増加も、各地に分

散する低湿地の開発に伴って進行した現象であろう。中期には、前葉段階の資料は少なく、目久美遺跡、長砂第

層から、プラントオパールの検出例が見られる。また、

1遺跡(1)、古市河原田遺跡 (22)などにみられるが。中期中葉から後葉にかけて、集落の規模が拡大する一

方で、陰田第 6遺跡(18)や、青木遺跡 (27)のように、丘陵部に集落を形成する動きが見られる。後期には、

日野川右岸の尾高浅山遺跡 (35)、日下寺山遺跡 (36)のような丘段の高所に環濠を巡らす遺跡が出現し、政治

的な緊張状態のあったことが推察される。今のところ日野川左岸地域では、こうした環濠遺跡は見つかっていな

いものの、集落の立地や規模が縮小するなどの変化が起こっており、政治的な様相についても興昧が持たれる。

3時期にわたっ目久美遺跡で本格的な水田遺構が形成されるのが弥生時代中期以降である。第 l次調査では、

て耕作された水田が確認されたほか、木製の耕作具、石包丁、石鍬などの遺物が出土している O しかしながら、

後期に入ると、遺物の出土量は減少し、水田も放棄される。第6次調査では弥生時代中期末までに堆積した洪水

砂層とそれを掘り込んだ幅6m、深さ 3mの水路跡が出土しており、その水路もその後の洪水で埋もれている状

況が確認されている。また目久美遺跡、の東側に隣接する池ノ内遺跡(2 )では、弥生時代後期より水田の耕作が

始まっており、耕作地が目久美から池ノ内へ移動しているものと考えられる。このような状況から、弥生時代後

期初頭段階の中海沿岸の地において、何らかの自然災害が起こり、集落の移動を余儀なくされた可能性が考えら

などの中期集落の多くが丘陵部に立地している事実とも関連があるものと考えられており、陰田第 6遺跡 (18)

れる。

また加茂川中流域に位置する宗像前田遺跡 (10)では、川の流れを管理するために作られたと見られる大規模

また東京像遺跡より下流の加茂川

これらの集落

な堰が見つかっており、東京像遺跡(8 )の水源に関わる施設と考えられる。

-
H
H
U
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などがあり、流域には、目久美遺跡を始めとして、長砂第1遺跡(6 )、米子城跡21次調査 (15)

Po1 

間関係についても一考を促す資料である O

、了二‘ ，r:，:，> 品，i'.'
〆一‘-ー

Po3 

20cm (s= 1 : 4) O 
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目久美遺跡出土遺物第2図
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古墳時代以降

目久美遺跡では、古墳時代前期から後期にかけての遺物は、少量ながらも各次調査で出土しており、付近に集

落が存在するものと考えられる。周辺には、弥生時代後期から古墳時代後期の水田遺構が検出された池ノ内遺跡

( 2 )、古墳時代中期の集落が長砂第3遺跡(4 )で、見つかっている。古墳については、八神鏡が出土した水道山

古墳(5 )のほか、後期には、宗像古墳群 (11)、東京像古墳群 (10)がある。

古代には、目久美遺跡の所在する米子平野西部は、和名抄に記載のある「会見郡半生郷」に属する地域と考え

られている。ただし、これまでに半生郷の存在を裏付ける直接的な資料は得られておらず、その範囲については

不明である O 遺跡の動向としては、飛鳥・奈良時代の遺跡は、米子市内各所に散在しているが、特に奈良時代後

半期に集落の数、規模とも増加する傾向が示されている。また製鉄に関連する遺跡、が陰田広畑遺跡 (20)などで

見つかっており、この時期の集落の特色と言える。目久美遺跡では、第5次調査で墨書土器が出土しているほか

木筒、人形などが見つかっており、近隣に奈良・平安期の施設が存在しているものと考えられる。また平安時代

後期段階の資料はあまり見つかっておらず、遺跡としての連続性が掴みにくい状況である。しかしながら、今回

の調査に関連して、第4次調査出土遺物を再検討した結果、緑軸陶器が 1点出土していることを確認した(第3

図Po4)。近隣では、米子城跡21次調査で出土例があるが、鳥取県内でも類例の少ない資料であり、その存在は

注目される。「日本三代実録jなどの平安期に書かれた史料には、伯香国の飢俸の記事が頻繁に見られることか

ら、混乱した世相や、疲弊した庶民の姿が想像されるのだが、実際の様相については、まだ言及できる段階では

なく、今後の調査に委ねる所が大きい。

中世の様相は、西伯書に関連する文献史料が少なく不明な部分が多いが、尾高城跡 (32)の調査で、鎌倉時代

の在地領主の屋敷とみられる遺構が見つかっている O 室町時代には、伯書国守護代の山名氏一族がこの地を代々

支配していたが、応仁の乱以降の戦火は山陰にも飛び火しており、大永4年には、出雲の尼子氏が西伯香に侵入

し、さらなる混乱が続いていた。 16世紀末に至って、古川広家が西伯書の領主として港山に米子城の築城を始め

るが、朝鮮出兵や大阪夏の陣など、社会的に不安定な状況が続いていたことから、築城はなかなか進展しなかっ

たようで、ある。

近世には、 1600年に中村一忠が西伯誉の領主となり、この地を支配したが、 1610年から加藤貞泰、池田由之

(1617年)へと国替えが続いた後、 1632年に鳥取藩主となった池田光仲の家老荒尾氏が米子城預かりとなり、以

後明治維新まで荒尾氏によって統治された。また18世紀以降は、米子城郭内の空屋敷や海浜部などの砂丘地が新

田開発され、農業生産の基盤が整備された。長砂から目久美にかけての地域でも、地元の豪商、大寺屋による新

田開発が行われ、整然とした水田風景が広がっていたものと考えられる。

近代には、廃藩置県により、鳥取県が設置されたものの、明治9年には、島根県と合併され、明治14年には、

再び鳥取県が再設置された。この頃には、鉄道の敷設、国道の建設などが急速に進められており、現代に至る経

済発展の基盤がこの頃に成立したと考えられる。この時期の資料は少ないものの、明治時代後期の生活資料が米

子城跡33次調査 (16)で見出されており、当時の様相を探る手がかりが得られている。
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第3節 目久美遺跡の既往の調査

目久美遺跡は1933(昭和8)年に行われた新加茂川開削工事中に、地元目久美町在住の清水安造氏によって土

器が発見され、世に知られるようになった遺跡である。 1934(昭和9)年には、京都大学教授梅原末治氏によっ

て発掘調査が行われ、縄紋時代から弥生時代の土器が層位的に堆積している状況が確認された。 1953(昭和28)

年には、県道の路掠変更と拡幅工事のため、佐々木古代文化研究室により新加茂川右岸の一部が調査された。こ

の調査では、縄紋時代前期の土器、フナクイムシの生痕のある流木、弥生時代前期、中期の土器、石器、木器が

多数出土した。 1973(昭和47)年には、国道9号線米子バイパス建設に伴う遺跡、分布調査が鳥取県教育委員会に

よって実施され、目久美遺跡、池ノ内遺跡の試掘調査が行われた。この報告で、豊島吉則氏により地形、地質に

関する考察が行われた。 1973(昭和48)年には、鳥取県による新加茂川放水路計画の事業着工に伴う計画線上の

ボーリングと試掘による埋蔵文化財調査が鳥取県遺跡調査会によって行われた。試掘調査では、遺跡の存在は確

認されなかったものの、ボーリング調査により、目久美町および東山町の地形が豊島氏により検討されている。

1982年には、新加茂川改良工事に伴う調査(第1次調査)が、 1984年には池ノ内遺跡の調査が行われた。目久

美遺跡の調査では、縄紋時代前期初頭から後期に至る時期の遺物包含層や、弥生時代の水田遺構などが検出され、

目久美遺跡の具体的な様相が判明した。

1988年以降は、 l次調査地点、の北側で下水道工事に伴う調査が実施され、 2次調査、 3次調査、 4次調査、 7

次調査の各調査が行われている。これらの調査は、面積的に小規模なものであるが、第 2次、 3次調査では水田

遺構が、第4次調査では弥生前期の土器を多く含む遺物包含層が確認されており、集落の範囲の広がりを示すも

のとなった。

平成8年からは、車尾目久美町線道路の建設にかかる調査が行われ、第5次調査、第6次調査が今回の調査地

点北側で実施されている。特に第6次調査では、洪水によって埋没した弥生時代の水路跡や水田遺構を検出した

ほか、縄紋時代に形成されたと見られる海成層とサルボウ、ハイガイの自然堆積層を確認し、縄紋海進期には、

足尾山東側の地点、にまで海が入り込んできていたことが判明している。
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第3章 目久美遺跡8次調査

第1節調査の経過と方法

現地調査は、平成12年5月30日に開始し、平成13年3月23日まで、行った。調査面積は、 800ばである O 調査は、

拡張区と名付けた道路西側の地点より着手し、 3つのトレンチを順次掘削、埋め戻しを行いつつ進めた。拡張区

の地点、は、調査前までは畑や駐車場として利用されていたが、足尾山への参道へと取り付く小道が作られていて、

地盤は周囲の水田面よりも高い位置にあたる。

道路西側の本調査地点は、軟弱な地盤に位置しており、遺構面が標高の低い地点にあること、一部の調査区が

道路と接することから、調査区の周囲に鋼矢板を打ち込み、 H鋼で上部を補強する措置を取った。調査区内は、

個人住宅の跡地にあたり、宅地以前には水田として利用されていた。

表土の掘削は、重機にて行い、排出土の搬出にはダンプカーを用いた。表土層以下の調査は、全て人力にて行

L¥一輪車、ベルトコンベアーを用いて土砂を排出した。遺物の取り上げは、一辺が 5m、乃至1mのグリッド

単位で行い、必要に応じて光波測距機を用いて出土地点の記録を取りつつ進めた。縄紋時代の土坑に関しては、

排出された土を全て持ち帰り、水洗洗浄して微細な遺物の発見に努めた。また、水田遺構に関しては、高さ 2cm 

のコンターラインを設定し、測量を実施した。自然科学分野においては、水困層の存在を確かめるために、プラ

ントオパール分析を、出土層の年代推定のために放射性炭素年代測定を、縄紋時代の環境を推定するための自然

科学分析を実施している。調査は、 H鋼設置工事の都合から 3つの工区に分けて進めた。また、平成12年11月25

日には一般市民を対象とした現地説明会を実施し、遺跡の概要や調査成果について説明した。現地調査終了後は、

平成13年度、平成14年度の二ヶ年を費やして、出土した遺物の整理作業を進め、平成14年度末に調査報告書を刊

行した。

第 2節調査区の設定

調査区は、道路西側の地点と東側の地点に分けて行った。道路西側の部分は、全長67m、幅10mの範囲を調

査区と定めた。また、道路東側の地点に関しては、拡張区として取り扱い、 3つのトレンチを設定して調査し

た。道路西側の調査区は、 H鋼の設置工事の都合から、 l区から 4区までを第一工区。 5区から 8区までを第二

工区。 9区から14区までを第三工区として区分し、一つの工区で表土掘削から縄紋時代層の調査までを行った。

このため、水田遺構などは、全面を検出した状態での記録が出来ず、写真などは分かりにくいものとなった。

手¥、 。 2 3 

水路

第5図 卜レンチ・グリッド配置図

9 

7 9 10 13 14 
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.は試料採取地点を示す。

L 



調査区は、 5mの正方形グリッドを14区までの範囲に設定した。このため、道路と接する地点は変則的な形状と

なったが、地形を無視してグリッドを割り付けた。また弥生時代前期一中期の遺物が濃密に分布していた地点、で

は、さらに 1mグリッドに細分して、遺物の取り上げを行った。

第3節調査区内の堆積(第6"'8図)

道路西側の調査区は、住宅と鉄道学園の跡地に当たる地点で、約105mの厚さで盛土がなされていた。調査区

内の基本層序は盛土層、灰色粘土(1層)、暗灰色粘質土(2層)、暗灰色粘土(3層)、淡茶灰色粘土(4層)、

洪水堆積(5層)、黒色粘土・暗灰色粘土(7・8・9層)、濃黒色粘土 (11層)、褐色粘土 (12層)、青灰色粘土

(13層)、淡茶反色粘土層(地山)に分けられる O 以下に、その特徴を述べる O

盛土層・・・個人住宅、及び鉄道学園造成時に客土された土砂で、明黄褐色の砂質土が主体を占める O 調査地点

の東側に存在した小丘陵(図版19-3 )を削平した際に生じた土砂と見られる O この層からは、現代の遺物以外

は出土しなかった。

灰色粘土(1層) ・・-近世から近代の水田耕作土とみられる O この層から淡茶灰色粘土(4層)までの出土遺

物は、細片化したものが多く、水田耕作による撹乱を受けているものと考えられる O

暗灰色粘質土(2層) ・・・近世の水田耕作土と見られる。

暗灰色粘土(3層) ・・・中世から近世の水田耕作土と見られる。

淡茶灰色粘土(4層) ・・・古墳時代から平安時代までの遺物を含む層で、直上では、足跡、土坑を検出した。

出土した遺物から、この層が形成された時期は、平安時代後期以降と考えられる O

洪水堆積(5層)・・・灰色系のシルト、砂、粘土がラミナ状に堆積するもので、洪水による堆積層と見られる。

色調からグライ化の傾向を示すものとみられ、この層までは地下水の影響を受ける環境にあったことがわかる。

黒色粘土・暗反色粘土(7・ 8・9層) ・・・黒色粘土層は、 1区から 7区までの範囲で検出した、白色のブロ

ック土を含む層で、粘質傾向がかなり強い。土器溜りを被覆する層で、直上には、畦畔が構築されている。水路

lを超えて、暗灰色粘土層へと変化しているが、水路 lの西側には、黒色の粘土を畦芯とする大畦畔が作られて

おり、一連の堆積と判断した。

濃黒色粘土(11層) ・・・植物の腐食を含む粘質傾向の強い層である。突帯紋系土器のほか、弥生前期の遺物

を多く出土している O 第1次、第6次調査でも確認されている。またプラントオパールも微量ながら検出されて

おり、耕作土であった可能性がある O

褐色粘土 (12層) ・・・植物の腐食を多く含む粘土層で、通称マコモ層と呼ばれ、目久美遺跡のほか、池ノ内

遺跡でも確認されている。この層中からは、出土遺物が少なく、時期を決しがたいが、図22のPo1l9が出土して

おり、縄紋時代後期~晩期の時期に堆積したものと考えられる。

青灰色粘土 (13層) ・・・縄紋海進以降に堆積した海成層と見られる。この層中には、土器、石器類のほか、
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第7図 拡張区2トレンチ北断面図

流木片、動物骨などが含まれていた。また下層では、甲殻類の生痕化石とみられるもののほか、土層断面にも生

痕による撹乱が見られた。また貝類の堆積層は確認できなかったが、第6次調査では、サルボウ、ハイガイの自

然堆積層が確認されている。

淡茶灰色粘土層(地山) . . . 1区から11区までの範囲で検出した、洪積層とみられる。土質は、砂質傾向がや

や強く、蝶を多く含み、かなり軟質である。 10区のセンターライン中央部にて断ち割りをした結果、この層中に

は、遺物は含まれていないことを確認した。

拡張区は、足尾山の丘陵端部に当たり、地盤が高くなっている。一部は、近代の水田によって撹乱されており、

古代の遺構は確認されなかった。各トレンチの土層堆積状況は、 2トレンチの状況と同様の傾向を示す。 2トレ

ンチの土層断面図を第 7図に示す。大まかに分けると、標高2.5m付近に近代の水田面が存在し、その下層に、

弥生時代から近世までの遺物を含む第13層(暗オリーブ色粘土層)、第14層(淡黒灰色粘土)が堆積している。

水路跡以外の遺構は、第15層(灰色粘土)、および地山である明黄灰色粘土上面において検出した。遺物の出土

状況は、各時代の遺物が混在して出土しており、また細片化したものが多かったことから、新田開発や水田耕作

などによってローリングを受け、撹乱されたものと考えられる。

自然科学分析用の試料は、第5図に示した 3地点にて採取している。試料l地点において実施された、古環境

研究所による分析の結果は、第4章に掲載している。また文化財調査コンサルタント社の分析結果については、

平成14年度刊行予定の目久美遺跡第10次調査報告書に掲載される予定である。

12 



2ライン 3ライン 4ライン

日司 1区 2区 3区 4区
土層名

灰色粘土

2 淡灰色粘質土(オリーブ色)
L=3m 3 暗灰色粘土

4-1 淡茶灰色粘土
4-2 明茶色細砂

L=2m 5-1 茶灰色細砂
5-2 茶灰色シルト
5-3 暗灰色シルト

L=lm 5-4 灰色シルト
5-5 灰色粘土
5-6 淡灰色粘土

L=Om 5-7 淡灰色粗砂
5-8 暗灰色細砂
5-9 暗灰色シルト
6 灰色砂質土(水路1下層埋土)
7 黒色粘土(白色ブロック土を含む)

6ライン 7ライン 8ライン 8 暗灰色粘土(砂離を多く含む)

8区
9 暗灰色粘土

6区 7区
10 灰色粗砂一」

5ライン

5区

11 濃黒色粘土
12 褐色粘土(マコモを多く含む)

L=3m 13 青灰色粘土

どL一一
L=2m 

L=lm 

9ライン 10ライン 11ライン 12ライン

=司 9区 10区 11区 12区 13区

L=3m 

(s= 1 : 80) 

第8図調査区南側断面図
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分類 特徴 分類 特徴 分類 l 特徴

f 刺突による D字状で 2---3連の 門fy-紋
刺突紋が巡る A 下半部は調整痕無し

円・斜行紋様帯
¥リノク

IV 

貝殻状工具による 2
d事露五J

半裁竹管やヘラでB 
J 闘

A I 2 刺突による平行紋様帯i ---3連の刺突紋が巡 格子・円紋様を措く
る

安号室察組
調整は条痕のみ

育警警]
D字状で 1連単位の

実4ワ
全面に縄紋を施す3 

J甜

3 I C 
口縁に貼付縁帯 11 A 刺突紋が巡る 横位に羽状紋を施す

守宅戸…ェー 条痕地に押引の束。突
刺突紋が巡る V 紋を施す

2 
5 調整は条痕のみ

縄紋地に細い突帯を
施す

B 

3 
f'L主要7 口縁外面に縦位の 事百

土器のスケールは 1: 12 

細隆帯貼付する
D字状の爪形紋が巡る

A 

曹三 隆帯無し

I 2 I 事完了/条痕調整のみで4 1 条痕がB類と共通す 111 
るもの

口縁に刺突紋を施す

胴部で外反し

CI 
口縁は内傾する

丸底の浅鉢
B C字状の爪形紋が巡る

条痕状の斜行沈線

D 沈線により、斜行幾何学紋を施す 第9図 目久美遺跡出土縄紋時代前期土器(Z類)分類図

(目久美遺跡第 1次調査、縄紋土器分類を基に作成)

胎土に繊維を含み縄紋地のもの

E 
2 1胎土に繊維を含み条痕地のもの

15・16-



第4節縄紋時代の調査

1.概要

調査区の 1区から10区までの範囲について、縄紋時代の堆積層(青

灰色粘土層・ 13層)の調査を行った。調査は、安全上の問題から、 7

区から10区までの最下層の部分については、犬走り状の段を残して調

査を行った。掘削深度は、調査区の最も深い地点で、現地表面から約

5m下、標高マイナス 1mまでにとどめた。 11区から14区までは、ベ

ルトコンベアーによる廃土作業を行うため、調査できなかった。

調査では、標高マイナス 1mからプラス1.5mの範囲にかけて、縄紋

海進期(縄紋時代前期初頭以前)に形成されたとみられる波蝕台と、

縄紋時代中期の貯蔵穴とみられる土坑を 1基と性格不明の土坑3基を

検出した。遺物は、縄紋時代前期から中期の土器が出土したほか、石

錘などの石器類、流木などの自然遺物を検出している。また文化財調

査コンサルタント社に科学分析を依頼し、古環境の推定を試みた。

2.土層の堆積状況

標高1.8m付近には、調査区の全域に植物の腐食を多く含む褐色粘土

層(12層)が堆積しており、さらにその下層に青灰色の粘土が堆積し

ていた。縄紋時代の遺物は、この青灰色粘土層中に多数含まれていた。

また青灰色粘土の下層には、茶灰色を呈する軟弱な基盤岩があり、こ

れを地山として認識した。検出した基盤岩は、標高 1m付近までなだ

らかに傾斜しながら北側へ下り、標高O.7m付近から急激に落ち込んで

いた。また 1m付近から再びなだらかに傾斜し、第6次調査で検出

された基盤岩へつながるものと考えられる。落ち込み付近にはノッチ

状の盛り上がった部分も見られることから、海進期に形成された波蝕

台の痕跡と見られる。

縄紋時代の堆積層は、色調は青灰色を呈する粘土が一層のみ堆積し

ている状況であった。この青灰色粘土層は、肉眼では観察しにくく、

細分層が出来なかった。なお、 1997年に実施された第 6次調査では、

岩盤上面にて自然貝層を検出しているが、今回の調査では検出するこ

とが出来なかった。

十

第10図 縄紋時代前期のコンタ一図
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L=lm B B' 
A 一一一一一 A' 

弘ぷ
①灰色粘土 土坑2 、。

/ 
②暗灰色粘土 (、土坑1
③灰色砂質士

④黒灰色粘質土

⑨ J1 、i
---------

t..' 

/ 
t.. 

---------

γ /¥ノど 必/// 。

L=lm C C' L= 1 m D 
一一一一一 D'

土坑3 土坑4

o 

Q 
⑧ 

D 一一一ー一一一一一一-
d-D 

⑧ 

o 
O (S = 1 : 40) 2m 

第11図縄紋時代前期の遺構図
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3.検出遺構(第10・11図)

4区において、 4基の土坑を検出した。また、縄紋時代前期以前に形成されたとみられる波蝕台を検出した。

土坑 1 (第11図) 長径2m、短径102m、深さ0.8mの不整形な土坑で、ある O 内部からはドングリの種子が出土

しており、貯蔵穴の可能性が高いものと考えられる。時期は土坑内から出土した土器片から縄紋時代中期に相当

するものと考えられる。

土坑2 (第11図) 長径l.1m、短径0.7m、深さ0.8mの楕円形を呈する土坑で、内部から遺物は出土しなかった。

遺構の時期、性格とも不明で、ある。

土坑3 (第11図) 直径0.5m程度の円形の土坑で、内部には木片が残されていた。一見すると柱穴らしいが、

これに対応するものが見られないため土坑とした。この遺構からは木片以外の遺物は出土しなかった。

土坑4 (第11図) 長辺0.6m、短辺O.4m、深さ0.2mの三角形を呈する土坑で、人為的な遺構か判断できなかっ

た。出土遺物は無く、時期、性格とも不明である O

波蝕台(第10図) 人為的な遺構ではないが、縄紋海進期に形成されたと見られる波食台である。出土遺物の

上限が、縄紋時代早期末から前期初頭に推定される菱根式から西川津式段階であることから、この波蝕台の形成

時期は、縄紋時代前期初頭以前のものと考えられる。

4. 遺物の出土状況(第12，13図)

遺物は、 1区から 6区にかけて検出した基盤岩上面に集中して出土している。出土レベルは標高0.5mから

103m付近にあり、南から北ヘ緩やかに傾斜して出土している。

土器の出土するレベルは、基盤岩の直上から20-30cm程度浮いた地点に集中している。今回大量に出土した石

錘も、土器と同じく平面的にはまとまった出土傾向を示さないが、レベルとしては土器に準じて出土している。

こうした状況から、潮の満ち引きによる潮位の変化で生じた干潟の上面に遺物が放置され、徐々に埋没していっ

た状況が考えられる。ただし土器の垂直分布からは、時代ごとの海水面の変動を示すような兆候は見られず、第

1次調査で確認されたような層位的な土器の堆積状況も認められない。

時期的には、前期前半段階の資料が多く出土していることから、それ以降に浸食と堆積を繰り返しながら、中

期中頃までに完全に埋没し、前期から中期の土器が混在する遺物包含層を形成しているものと考えられる。自然

遺物のうち大形の流木については、 6区の波蝕台縁辺の基盤岩直上に散在していた。

5. 出土遺物(第14~27図)

検出した遺物は、土器、石器、植物遺体、動物骨である。目久美遺跡出土の縄紋土器は、第 l次調査報告書で

分類が試みられており、今回もその分類を踏襲する。第I次調査では、縄紋時代の土器は、前期から晩期まで4

期18群に分けられている O 前期は6群13類に分けられ、中期は6群14類に分類されている。なお、第8次調査で

は、前期、中期の資料が主体であるため、後期、晩期の土器分類については割愛している。分類の詳細と、各型

式は第9図に記した。

ZI類は、第 1次調査の最下層から検出された土器群で、 A-Eの5類に分けられている。このうち第8次調査

では、 Po3がZIA2類に相当する。またPo2もZIA2類に属するものと考えられる。 ZIB1類は、粗い条痕に外面

に縦位と横位の細い隆帯が貼付されるもので、 Po4とPo5がこれにあたる。 ZIB2類は隆帯に刺突状の刻目を施す

もので、 Po6がこれに相当する。 ZIA類、 ZIB類は、井上智博氏により西川津A、B式が提唱され、前期初頭段

階の標識資料とされている。
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第22図 12層出土遺物実測図9
Po120 

ZIE類は、菱根式に比定される、胎土に

繊維を混入する深鉢形土器である。これに

該当するものはPo1l7で、ある。これは早期

末の資料である可能性があり、今回の資料

中、最も古相を示す遺物である。第 I次調

査では、縄紋地のものと条痕地のものに細

分されているが、こうした変化が菱根式か

ら島根大学構内遺跡1次調査出土土器との

過渡的な変化を示す可能性が小林青樹氏に

より指摘されている。

ZII群土器は、瀬戸内の羽島下層式、福

井の鳥浜貝塚第3群土器に並行するものと

考えられる一群で、第 1次調査の下層出土

前期土器として一括されたグループであ

る。 Pollは、 3字状刺突紋を施すもので、

羽島下層H式の典型資料と考えられる。 Z

IIA1類は fDJ字状刺突紋が巡る。 ZIIA2
類は、員殻状の工具により施紋されるグル

ープで、 Po12、Po13、Po14がこれに相当

する。 ZIIA3類は、 fDJ字状の一連単位の
刺突紋が巡るタイプ。 ZIIA4類は、へラ状

工具による刺突紋を持つタイプで、 Po15がこれに相当する。 ZIIA5類は条痕調整のみで終わる一群で、 Z皿群土

器との区別が困難であるが、プロポーションなどから設定された一群。

Z皿類は北白川下層I式に並行するものと考えられているもので、第 l次調査の前期土器の層位では、上位か

ら出土しているとされるものである。 ZIDA1類は fDJ字状。 ZIDA2類は状痕調整のみの一群。 Z皿Bl類は fCJ
字状の刺突紋が巡るタイプで、 Po16、Po17がこれに相当する。

ZN類は、瀬戸内の機の森式、北白川下層E式に並行するものと考えられる。 ZNA類は口縁部片がPo18、

Po19である。 ZNB類。 ZNC類は、横位に帯状施紋された斜縄紋、羽状縄紋のグループで、 Po20がこれに相当す

る。

Zv群は、彦崎ZI式に並行するグループであるが、今回の調査では、確認できなかった。

ZVI群は里木I式に並行する。 Po76は縄紋地に突帯を貼り付けるもので、はみ出した粘土が明瞭に観察できる。

中期は、船元I式が見られるほか、東山陰に集中して分布する波子式が多く出土しており、中期土器の大半を

占める。今回の調査では、後期の資料はほぼ完全に欠落しており、全く認められない。晩期前半には、縄紋層の

直上の12層から橿原文様を施す土器片 (Po120)が出土している。また帰属時期がはっきりしないものの、褐色

粘土層中から表裏に条痕紋を施す土器 (Po1l9)が出土しており、後期末から晩期初頭頃の年代が考えられる。

第1次調査の資料と比べると欠落する型式が多く、数量的にも少なくなっているが、こうした原因は、調査地点

の環境の遠いに起因するものと考えられる。

石器は、石錘、石皿、叩石、凹石、黒曜石製石鍛などが出土している。またS9のような河原石が出土してい

る。このような自然石は、表面に加工した痕跡は見られないものの、出土点数が少ないことと、大河川から離れ

た地点にあたることから、何らかの理由で人為に持ち込まれたものと考えられる O 石鍾は、周縁を掘り込んで作

るもの (S17、S18)と、円離の対角する二点を打ち欠き、縄かけの部分を作るもの (S19-S74)、の 2種類があ

るO 後者の打ち欠きタイプは、長楕円形のものと、三角形のもの、薄い自然石を利用したものなどがある。また

30 
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安山岩製のものは硬く加工に不向きとも考えられるのだが、一部に黒くすすけた痕跡が残るものがあるため、

加熱した後に加工した可能性も考えられる。

動植物遺体は、波食台縁辺の地山直上に、現存する長さ3.5メートルの大木や木片が散布していた。また包含

また直接的な層中からイノシシの下顎骨片が出土しており有機物の堆積した地点、があったものと考えられる。

これらは甲殻類の巣穴と考えられ

る。また散布していた木は表面が風化し、フナクイムシの生痕があったことから、周辺の海域に漂流していた

流木が打ち上げられたものと考えられる O 木の下から縄紋前期前半の土器が出土していることや、大木の放射

性炭素年代測定の結果から、縄紋時代前期前半から中期中頃までの期間に堆積した植物遺体群と考えられる。

ものではないが、青灰色粘土の下位から砂管型の生痕化石が出土しており、

また土坑 lの埋土中からは少量の種子が出土した。土坑埋土を水洗洗浄して得られたもので、貯蔵穴内に取り

33 
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第5節 弥生時代前期の調査

1.概要

縄紋時代層の上面、標高1.6mから 1m付近の調査区全面にわたって、濃黒色の腐食を多く含む粘土層が堆積し

ており、この層中から、突帯紋系土器、遠賀川系土器、石器、木器類が多数出土した。この層は、第6次調査で

検出された第13層に相当する層で、出土遺物も同様の傾向を示している。また、この層からは、プラントオパー

ルが微量ながらも検出されており、水田遺構の存在が推定されている。今回の調査では、畦畔や水路などの直接

的な水田遺構の資料は得られていないが、石鍬が出土しており、何らかの耕作遺構が存在した可能性が高いもの

と考えられる。また東日本系の土器が出土しており、遠隔地との交流を窺わせる資料も得られている。

2.土層の堆積状況

弥生時代前期の遺物を含む層は、濃黒色粘土層の単一士層で、調査区の全面にわたって、深さlOcmから20cm程

度の厚さで堆積している。 l区で、は標高1.6m、14区では標高 1m'二分布しており、南から北へ緩やかに傾斜して

pるものと見られる O この粘土層中には、腐敗がそれほど進行していない植物の繊維が多く認められる。また濃

黒色粘土は砂粒をあまり含まず、強い粘性を持つ。この層を検出した上面においては、遺構を検出することが出

来なかったが、出土遺物の中には、弥生時代中期の遺物が少量含まれており、何らかの遺構が存在した可能性も

考えられる O

3. 遺物の出土状況(第28"""30図)

遺物は、調査区のほぼ全域に分布しているが、 1区から 4区にかけての範囲には、より多くの遺物が含まれて

いた。またこれとは逆に、弥生時代中期の水路跡と重なる部分は、出土点数が少なくなっている。おそらく水路

の構築によって、大半の遺物が流出してしまったためと考えられる。遺物の取り上げは、特に密集して出土する

地点、は、 1メートルの小グリッドを設定し、グリッド単位で取り上げている。弥生中期の水田下層の遺物と比較

すると、細片化した遺物が多く、あまり接合しない点に違いが見られる。

4. 出土遺物(第31"""44図)

図化できた遺物は、土器、石器、木器である。

第31、32図は、突帯紋系土器である。突帯の刻呂の有無で分類した。 Po121からPo129は、突帯に刻目を持つ

グループである。今回の調査で出土した刻目を持つものは、ここに図示したものと、その他の包含層、排水溝出

土のものがあるが数量的には少ない。 Po130からPo150は、口縁端部に接して突帯が付くもので、突帯の断面形

は下がり気味の三角形となる。 Po151からPo156は、突帯が口縁端部からやや下がった位置に施されるもので、

突帯の断面形は、三角形を呈する o Po157からPo167は、口縁端部からやや下がった位置に突帯が巡り、口縁端

部が外反するもの。 Po168からPol71は外面をハケ調整するものである。 Po183は突帯が分岐し 2条突帯となるも

ので、波状口縁形の深鉢として図化した。 Po184は、浅鉢形土器と見られるもので、内湾する口縁の下に突帯が

巡り、体部の屈曲部と共に刻目を施す。 Po185、Po186は壷形の器形を呈するもので、 Po185は口縁端部に刻目の

ある突帯を巡らす。 Po187からPo195は、組製深鉢形土器である。第33図、 Po196からPo204は、粗製の浅鉢形土

器である。口縁部は直線的に立ち上がるものと、内湾気味に立ち上がるものの二種がある。 Po205は補修孔を持

つ土器片で、内外面とも粗い条痕調整が残る。

第33-42図は弥生土器である。第33図Po206から第36図Po288は壷形土器で、ある。 Po206は、内湾気味に伸びる

頚部から口縁部は短く屈曲して外反する。胎土は黒色で、ミガキを施している。 Po215は頚部内面に突帯が巡る O

Po251からPo253、Po257からPo265は頚部、ないし胴部に突帯が巡るものである。装飾を施すものは第36図に示

36 
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した。 Po266、Po267は木葉紋。 Po268からPo274は綾杉紋。 Po275、Po276は細片のため紋様が不明瞭である。

Po277は鋸歯紋か。 Po278は斜格子紋と櫛描紋の組み合わせに 2条の突帯が巡る O また突帯には縦位に粘土紐を

貼り付けている。 Po279からPo281は貝殻の腹縁部を右上がりに刺突したものである o Po282、Po283は櫛状工具

による波状紋を施す。 Po286からPo288は無頚壷である。

第36図Po289からPo293は鉢形土器で、ある。 Po289は口縁端部が肥厚し外方に伸びる。 Po291は、口径がlOcmに

満たなL叶、形品である。

第37図Po294からPo388は嚢形土器で、ある。口縁端部の刺突の有無によって分類した。 Po294からPo297は頚部

下に段を持つものである。 Po358からPo388は口縁端部に刻目を持つもので、プロポーションや口縁部の形態、

沈線の有無などで分類が可能で、ある。 Po388は、刻日を持つL字状口縁で、口縁端部直下に 5条の沈線が巡る

第42図Po389からPo398は、高杯形土器である。 Po389Po393は、脚柱部で、沈績を巡らす。 Po395は、右下が

りの斜線紋を施す。 Po399からPo402は、蓋形土器。図化したものは、全て小口径のものである。 Po404は、土器

片を円盤状に加工したもので、裏面中央部に穿孔しかけた痕跡が残る。紡錘車の未製品であろう。 Po405から

Po408も土器片を加工した円盤である。 Po409は、土器片錘である。 Po410、Po411は、管状土錘。 Po412は、匙

状土製品。 Po413、Po414は体部に穿孔を施すもので、土笛と考えられる。 Po415は、内外面に黒色の漆を塗布し

たもので、窒形土器の体部片と見られる。 Po416は黒色の胎土に同心円状の線刻が施されるもので、浅鉢形土器

の破片か。北陸・東日本系土器の影響を受けたものと考えられる。 Po417は壷形土器の肩部片で、粘土を貼り付

けた突起を持つ。 Po418は平底の土器底部で、内面に粗い条痕が残る。

第43図は石器である。 S75からS79は、いわゆる石鍬で、 S75は長さ19cm、幅 9m、厚さ 2cmで、板状に剥離し

やすい石材を用いている。また刃部は使用のため摩滅している。その他のものも同様の形態を呈するものと考え

られる。またS80、S81は、打製の土堀具で、刃部は使用により摩滅している。 S82は、大形の石包丁の破片であ

る。 S83は、石斧の断片か。 S84は、柱状を呈する石斧である o S85は、サヌカイト製の石槍状石器である。 S86

は、直径6cmの紡錘車形石製品で、表面を平滑に研磨して整形している。鳥取県内では、目久美遺跡、長瀬高浜

遺跡に類例があるほか、島根県でも数例が認められる。 S91は長楕円形磯の側面に窪みのついたもので、石錘と

して機能したものだろうか。

第44図W1は、丸木舟の紬先と見られる部材である。スギの丸太を剥り貫き、段をつけている。また側面に穿

孔がある。先端部は、鋼矢板で切断されていたため形状が不明だが、平坦なまま伸びるものと考えられる。また、

胴部には切り取られたような痕跡が残ることから、廃棄する際に解体され、この地点、に放置されたものと考えら

れる。放射性炭素年代測定では、交点がBC520年の年代値が得られている (106頁)0W2は、長さ55cmの長方形

板材の両端部に切り込みを入れたもので、大足の部材か。 W3は、長さllcmの針状木器で、ある。

一40-



てう-~ 白J司-!nol 伊 1125
司。126D 「雪てこf pf75!128色 1129

てで二三[0f~t" etJ ~ 
己1133口i可J巴戸-1137
E14OC71 l巴-l1

Po146 

号1147θ日j 守-~ ち)-~

雪
山
げ
凶
向
百ち

Po149 Po150 

Po154 

二二一二議文ー
ミ臨 |二二一 一一¥~ー
SFZ三~一『尋\ー_ r' 

~._~ 

見¥ 一戸。 一

Po156 

O (s= 1 : 4) 20cm 

Po155 
第31図 11層出土遺物実測図1

41 



司日f157GDi3159 モ~-~

白日~~ Dι2守 1163円 J
FHj司1165己[66YL7
市己( 1 事

吾弓 1170意。114:勺i::
冒1177守1弓-L白13181町i

「 3pl

\~\~ ¥ /三¥

ト巳|

第32図 11層出土遺物実測図2

-0(/己-gfi ~ 
1臼-jlal叫186

P川 o 0(s=  1 : 4) 20cm 

h-ー・圃圃圃圃圃・E・E・!ー一一一一一」

42 



〔三-二 fl ¥二(

\Fl-~ 0 ¥ミ川しベ

τ 

j ¥ζJ  
Po200 Po202 

Po201 Po203 

~~~ ーυυγ
Po204 

Po205 

「

戸、

Po208 

1、ノ" F 

r ~三円「
、1
i
l
l
-

/
 、i/ 

Po210 

Po213 

いつけ
卜i¥!i U 

Po217 一、

Po209 

Po214 

て二ニ 三三チコ

「下 4)10cm¥戸
第33図 11層出土遺物実測図 3

43 



一f
m

¥L一一且劇

7
u
m
 

Po219 

い|

一/悶

一〆m
「?

z
 

郎苓芝1

，，"¥¥'1:， / rr/r川

川F
ア
u
h

一

rm
¥|  

7
m
 

ヘーI
r )中7

N
H
M
M
 

今r
Po230 

市~ ="%-~ 
¥¥' "'/' 六r 寸「

主ヨ

Po238 

ト-二二一千ぷよ~千サぷ司

‘、!

、、、

Po235 

〈九子
三ご:る戸

b
v
向

m
 
c
 

n
u
l
-
-
-

2
 

(s= 1 : 4) 

44 

11層出土遺物実測図4第34図



一一一一一-
1"1主二-- ¥-.¥. 

Po242 

汁¥日
¥¥¥トノ¥
 

/

/

i

l

1

h

い

ん
川
山

Y
l
l
司弓一
問
、
込
n
N
J
M
h
u
u
M

三
f

Po247 

¥ 三ム
「

一、てトー←一一

対、、:ぷミも
ヌト ささや、与¥¥
、、…、¥、、¥む〉ご、

¥三、、ぶ;午、
¥ミト

/1  
、一一一一一一一一一一一4

I 

Jil/ご
¥J 

/出

¥ 

、つい問、¥、、、、、

1ω

三三

会ちり
門
H
W
V
向

介
/
刊

明常齢、Y
主
で
|

三

f

言引n
りつ』

門
比

U
向

¥¥¥ 
4 

い
t
l
i
i

i
 

司『…州一
と

m
 
内、，
at--

nu 

今
F
』(s= 1 : 4) 

45 

第35図 11層出土遺物実測図5



¥験も
P0266 

¥ 

量Vささi

ノ 0" ..，.....1 

170 

P0273 P0274 

/ 車問¥

， ， 

穴

P0282 

P0285 

r 
P0289 

P0292 

第36図 11層出土遺物実測図6

P0267 

{亀岡

'0275 

'0278 

P0279 

P0268 P0269 

P0272 

3ぐっ

遡~ ~金 h
P0276 

P0277 

P0280 

P0281 

P0283 つ/J:〉7
P勺

P0288 

¥iグ
P0291 

P0293 

(s= 1 : 4) 

46 



Po294 

7
H
H
リハ
U
向
万
パ
川
川
け
は

Po299 

χ一一一| F Po300 

川一
¥J妙戸7

4

一一vh
7
Mハ
ザ
Po307 

卜--f 
Po308 

Po309 

第37図 11層出土遺物実測図 7

Po301 

Po295 

Po296 

Po297 

てご

Po303 

「

マユ l ぶb
s対等
℃ミ会ミとミぶけ

、手話よ¥

u¥: I ，こぎさ
l' I 、¥、-
" I 可入

Po304 

Po302 

Po306 

き己 、ィ?示

Po310 

Po311 

トミ→
(s= 1 : 4) m

 

C
I
J
A
t
 

nu 

円
〆
』

47 



Po312 

Po313 Po318 

命事¥元、

、¥¥¥ 、

Po314 

Po319 

F 
闘い 1¥ I u 

Po315 

Po320 

~I私r ¥ ¥， 

¥¥叫l
Po316 

Po321 

) OOQJ6J o 

Po322 

tー←一一一一一÷一一一一一←一三三三ヨ
EE二

1 刀11

d
H
ハハリ

U
向

Po317 

Po323 

町民や/¥

、九二
γ¥4込

Po325 

7
什ハハ
υμ
向

(s= 1 : 4) m
 

F
L
u
-
-
a
E
 

nu 

司
'ι

第38図 11層出土遺物実測図8

48 



が- r 
Po327 

Po328 

11 Po336 

11Jょ7
ゑ;治三ぷ手妻発¥私記子入 ¥守ミぷ、一

hf 
Po337 

Po331 
1 v 

Po338 

明
o二コ

ノ/

グ 10

Po33 

Po333 

ミミト¥

Po341 

Po334 ¥ 

Po342 

Po335 
20cm O (s=， : 4) 

昨対総

第39図 11層出土遺物実測図9 Po343 

- 49 



Po344 

Po347 

Po348 

州、l 、
与を L \~ 

)ミr-u) ~~f~~ L( 
Po352 

内

7
4

ァ \~I三妻美 ~ i三ト『
Po354 

Po351 

/ 

ソ、¥
:/ ， 

J¥，、

Po359 

1jij(j 

市
制

1F: ごJ こk
毛主長

第40図 11層出土遺物実測図10

f 
r 
F 

50 

て
Po355 

E下一==i=二ごグ

Po356 
Po357 

L
1
1
1
1
 間

一

F
H
U
W一
p
u
u
m

川、」三言手空霊~
7立ミさミ豆三二、~。一

ヲヨ=忌
〆〆/
〆三〆J
/ 

Po368 

~ '1 z 



Po370 

「 三雪三十 r 
Po371 

= 

1 機、|

ミミミ¥
Po376 

六ー
ホ肝1
一一=告さ討 ちげ r 
r 
f 
378 

7
M
M
m
 ミ二宝三ヨー 万フ
Po375 」一

Po386 
Po382 

三雲芸品 二三

-τプ

ミ|さミミミ長与三さ三さ コ
Po383 
フ

~一一

¥1 
一 三子一宅こデミミミ量ヱ正

ミミ さき
¥ミぷ

寸一 | 

第41図 11層出土遺物実測図11

Po384 

P
H
H
U
P
 ($=' : 4) 

51 

Po379 

一一
一
f
問了

20cm Po388 



¥ 川三子ノ 冨二才 戸司一、

ヤ…;川「←工ア 調t'\~ ，e，;;j ミ;
J

四一↑、、、

Po390 

内工コ 図I!\~ 
Po391 

丈一寸ト-c!J
Po392 

てィノ

どプ」会、 f一一 l D P2L 
Po399 Po401 

-~-~(j 
Po403 

ハハハハ
U ① M ⑦ Po410 

て二二コ
Po409 

J 
Po413 

l-~ 
、ク Po414 

Po417 

第42図 11層出土遺物実測図12

52 

Po395 

G 
Po398 

よTr.コ

Po402 

号
Po405 

Po406 

自i
Po407 

Po408 

Po415 

j 
Po416 

Po418 

20cm (s= 1 : 4) 



J/一三) 875 

--ー ー・『ー

V 、、、

882 

L一一一一一一一一~

G 

G 

〈コ 885
c二=二〉

{仁コ¥887 

， ， 

?(S = ， 4) 10cm 
』ー』ーーーーーーーーーーーー・4

第43図 11層出土遺物実測図13

， 

/ fーっ

片γ/¥¥-1 九

ぐー¥879
ζコ878

~-~， 
C二二:::;.880 

~881 

C 83 
ζ二ご〉

。-uCコ888
/yペ¥、

三
-u_~_O 
く二二〉

~ 53 

duhk yRd明

日 J ¥子 1
¥ s 、-----<タ
891 司副戸

くご〉



三三三孟=三ヨー

Wl 

O (s= 1 : 8) 20cm 

』-・E・-・E・...... ・E・-ーーーー・・4

;己¥一一L 二二二二ユ二

一一一ー一一一一一一/ 亙=エ二ごーヲ可

E三二プー-------二三三3
W2 

(s= 1 : 4) m
 
c
 
oli-

円

ζ

o 

W3 

第44図 11層出土遺物実測図14

54 



第6節弥生時代前期末から弥生時代中期後半の調査

1.概要

弥生中期末の水田遺構が検出された l区から 7区の範囲にかけて、水田の下層にはおびただしい土器の堆積層

があり、この土器の堆積後に、水田が構築されたものと考えられた。土器は弥生前期から弥生中期後半までのも

のを含み、石器や木製品も出土している。

2.検出遺構

土器溜り(第45・46図 1区から 7区にかけて分布している O 調査では、水田遺構の調査後に断ち割りを行

い、下層における遺物の分布状況を確認した。上層では細片化した土器片が多いものの、下層には完形品に近い

ものまでそれほど撹乱を受けず分布している。弥生前期末頃から中期後葉にかけての時期に微高地側から湿地帯

へ投棄されて形成されたものと考えられる。土器溜りの範囲ははっきりしないものの、第1次調査でもこの土器

溜りと同様の状況で大量の土器が確認されており、こうした微高地の縁辺部が、長期間に渡って集落のごみ捨て

場となっていたことを示すものと考えられる。

3. 出土遺物(第47-61図)

Po419から482は壷形土器である。 Po419は口径40.5cm、胴径67.2m、底径15.7cm、高さ68.5cmの大形壷で、頚部

と肩部に段を持ち、体部には黒班が付着する。 Po420からPo422は頚部に段を持つ壷形土器で、ある。 Po423は頚部

にl条の沈線が巡るもの。 Po424からPo426は頚部に多数条の沈線が巡るものだが、 Po424、Po426は帯状に肥厚

させ施紋している。 Po427は頚部に l条の突帯を貼り付け、肩部には沈線が巡る。下膨れの形態を呈するものか。

Po429は口縁部の破片のみだが、ラッパ状に大きく外反する口縁を持ち、内面をミガキ、外面をハケ調整するも

のである。蓋形土器の可能性も考えられる。 Po430は頚部が大きくすぽまる壷で、口縁端部に円形浮紋を貼り付

け、外面に 4条の突帯が巡る。口縁端部と突帯には刻目が施される。肩部外面には、ハケ状の工具で波状紋が施

されるほか、体部下半はミガキ調整される。鳥取県溝口町の下山南通遺跡からも類似したものが出土している。

Po431からPo445は壷の口縁部を載せた。端部の形態や装飾のタイプで分類可能と考えられる o Po447からPo453

は壷の頚部である。貼り付け突帯を巡らせるものや、凹線紋が巡るものがある o P454からPo463は壷の体部で、あ

る。ハケ状工具により、波状紋を施すものや、貝殻腹縁部による刺突紋が巡るものがある。 Po464からPo466は

壷の口縁部である。 Po466、Po467は頚部の短いものと考えられる。 Po468は小形壷の胴部に斜格子紋が巡る。

Po469はへラ状工具により綾杉紋が施される。 Po470は壷の肩部で、沈隷により紋様が施される。 Po471は口縁部

を欠くが、胴部のそれほど張らないタイプの壷である。 Po473からPo482は無頚壷で、加飾されるものが多いが、

Po481やPo482のように装飾を持たないものも存在する o Po483からPo490は突帯紋土器で、ある。 Po483は2条突

帯で、細かな刻目を施す。 Po491からPo493は口縁端部が突出するもので、 Po493は頚部に穿孔がある。形態的に

は朝鮮系無紋土器の影響も考えられる。 Po494は頚部直下に段を持つ窒である。 Po495からPo499は口縁の断面形

が「くJの字形を呈する警で、凹線紋、刻目を持たないものを示した。 Po500からPo515は、口縁の断面形が

「く」の字形を呈する斐で、頚部直下に 1条ないし複数条の凹線が巡るものである。 Po516からPo518は、口縁の

断面形が逆 iLJ字形になるもので、口縁直下に櫛描紋が施されている。 Po519からPo550は口縁端部に刻目が

施されるものである。 Po551からPo590は中期中葉から後期前葉の嚢である。小破片から反転復元したものが多

く、全形の分かる資料は少ない。 Po591からPo594は鉢形土器。 Po595からPo615は高杯形土器で、ある。 Po616は

土鍾。 Po617からPo620は土器片を丸く円盤状に加工したもので、両端部に切り込みを入れたものは土器片鍾と

して利用されたものと考えられる。 Po621からPo625は破損したものが多いが、全てミニチュアの模造品とみら

れる。 Po621とPo624は高杯か器台を模したもの、 Po622は蓋を模したものであろう。 Po623は上部に穿孔がある
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ことから、鏡形土製品の可能性が考えられる。 Po625は容器を模したものと考えられるが、小破片であるため器
種は不明である。 Po626は楕円形の粘土板を焼成前に穿孔したもので、用途は不明である。鳥取県岸本町の久吉
第3遺跡(口別所地区)から同様の製品が出土している。 Po627は底部を尖らせ、紋様が施されるもので、土笛
の断片か。 A92からS95は石鍛である。 S97は石鍬。 S98、S99は打製の土堀具。 S101、S102(-> 可離したサヌ

jは砥石であカイトの縁辺を加工する。 S103、S104は凹石。 S105は擦石か。 S105は欠損した石皿。 Slも
るo S1l0からS1l3は楕円形の礁の端部に打ち欠きを持つもので、石鍾として用いられた可能性がある。 S1l4は
人物を模したと思われる石製品で、体部に放射線状の擦痕が見られる。 S1l6は砥石である。 W4はアカガシを用
いた板材で、鍬の断片と見られる。 W5は断面が円形を呈する木鍛である。 W6は外面に赤色の漆を塗布したもの

E 
ばラ

で、木部は腐食して遺存していなかった。器種は不明だが櫛の断片であろうか。
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第7節弥生時代中期末の調査(水図面)

1.概要

4-1層の下層において、白色ブロックを多く含む黒色の粘土層を検出し、断面観察を行った結果、畦畔状に

盛り上がった地点を確認したため、検出作業を行い、水田遺構を検出した。この水田下層に存在する土器溜り出

土土器の下限が、弥生時代中期後半であり、水田検出面での遺物が中期末から後期初頭と見られる。また水田の

上層には、ラミナ状に厚く堆積したシルト層があり、これらは洪水による堆積層と見られる。なお、第6次調査

でもこの洪水層を検出し、堆積時期を弥生時代中期前半から後期までと推定したが、今回の調査で、この層の洪

水堆積が弥生時代後期以前には遡らないことが判明した。

2.検出遺構

水田を 7面と水路2条を検出した。

水田(第83図) 調査区の l区から 8区までの範囲において検出した。全部で7面検出したが、一部分のみの

調査であるため、全体の規模は不明である。恐らく一辺8m程度の小区画水田と考えられる。畦畔は幅30cm、高

さ5cm程度の大きさで、断面形はカマボコ形を呈している。また畦畔の一部には切れたところがあり、水口の位

置を示すものと見られる。畦畔は、水田の耕作土である黒色粘土と同じ土で盛られているが、畦畔の内部には畦

芯となるような木材は埋め込まれていなかった。この水田面からは遺物の出土は少なく、図化できるものはなか

ったが、水田下層の土器溜りの年代と、水路1を被覆する砂層の年代が後期初頭頃とみられることから、弥生中

期末から後期初頭の段階に埋没したものと考えられる。

水路1(第63図) 検出した長さ30m、幅7m、深さ40cmで、水路の東側は、幅2m、深さ70cmで、より深くなっ

ている。水路の東端は、高さ40cm、幅 1mの大畦畔によって区画されている。水路内は、灰色のシルトが堆積し

ており、ラミナが明瞭に観察できる。この遺構からは、土器、石器、木器が出土した。 Po628は、口縁部外面に

紋様帯が施されるもので、浮線紋土器と見られる。 Po629は土器片を丸く加工し、中央部を穿孔したもので、土

器片を転用した紡錘車と見られる。 Po630は弥生中期の壷の口縁部で、頚部に指頭圧痕貼付突帯を巡らせるもの

である。 S117は、破損した石斧の刃部片である。 W7は、中央部を削り出した棒材で、両端部は細くなる。 W8は、

残存長50cmの角棒状に加工されたもの。 W9、WlOは、焼痕が残る板材で、表面は風化が著しい。 W11は有頭棒の

断片と見られるもので、切込みを入れる。樹種はシイである。 W13は丸太材を半裁したもので、端部に加工痕が

残る。建築材か。

/ 

第62図 弥生時代中期末の遺構面(水田内)
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水路2 (第65図) 検出した長さ 9m、幅 1m前後、深さは30cmで、断面は IUJ字形を呈し、東へ緩やかに

カーブして伸びている。水路内の埋土は、灰色粗砂で満たされていた。また底面には、 17点の足跡状のくぼみが

遺存しており、人聞が水路内を歩行した痕跡と考えられる。この水路内からは、斧柄状の木製品W14以外は出土

せず、遺構の時期は不明であるが、水路内に堆積していた粗砂は、隣接する第6次調査地点、で検出した、弥生中

期の水田を被覆していた粗砂と同様の砂であるため、この水路は水田と同時期に埋没したものと考えられる。

第8節弥生時代中期末の調査(粗砂面)

1.概要

暗灰色粘土層を除去する際に、水路2の埋土である灰色の粗砂層が、盛り上がって土手状の遺構をなしている

地点を確認したため、この遺構の検出作業を行なった。状況としては、水路2を埋没させた洪水がオーパーフロ

ーして形成されたものと考えられる。またこの土手状遺構が形成された時期については、水路2が埋没した直後

で、それほど時期差の無いものと考えた。

2.検出遺構

12区において、組砂が土手状に盛り上がった遺構を検出した。

土手状遺構(第67図) 水路2の埋土中からオーパーフローしたような状況で盛り上がった土手状の遺構であ

る。検出した長さ 9m、幅4mで、高さO.6mの緩やかな台形を呈する。土層は組砂の純層だが、断面にラミナが

観察できるため、水成堆積によって形成されたものと考えられる。

177十 十 十十

第66図 弥生時代中期末の遺構面(粗砂面)
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第9節古墳時代から平安時代の調査

1.概要

第 l水田の耕作土である 4-1層中より、弥生時代後期から中世後半にかけての遺物が出土した。大半の遺物

は、細片化しており、水田耕作により撹乱を受け、埋没したものと考えられる。出土遺物には時期幅があるもの

の、上層水田の耕作時期が中世前半に収まるものと考えられるため、この段階までの遺物を多く含むものと考え

られる。

2. 出土遺物(第68図)

Po631は外方に拡張する口縁に回線が巡り、内面は頚部までへラ削りする。弥生後期前半の警である。 Po632は、

土師器高杯の杯部。 Po633からP640は須恵器である。 Po641は土師器の杯蓋で端部に返りを持つ。 Po643は土師器

鍋。 Po644、Po645は土師器皿。 Po647は、口縁部が玉縁状に肥厚する白磁碗である。 Po648は備前焼揺鉢。 S118

は板状に剥離した石材の端部を加工した石器である。 W15は半月状に加工した木片。 W16は先端を鈍く尖らせた

木片である。 Flは刃部が折れ曲がる万子状の鉄器である。
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第10節古代から近世の調査

1.概要

調査区のほぼ全域において、水平堆積する淡茶灰色粘土層(4-1層)を検出し、その上面において、土坑、

足跡群を検出した。調査では、明確な畦畔や水路遺構は検出できなかったものの、粘土が水平堆積していること

と、 l、2区で検出した足跡の分布状況から、この面を第 1水図面と名付けた。また、水田の下層には、炭酸鉄

の集積が所々見られた。また、この層を被覆する、暗灰色粘土層中では、木材を束ねて溝状に埋設した遺構を検

出した。形態的には、枝材とスギ葉がまとめられ、直線状に埋められており、規則性を示すものであった。この

遺構からは遺物が出土しなかったものの、近世以降に水田の排水を目的として作られた暗渠と見られる。こうし

た遺構の類例については、滋賀県内の水田でショウズヌキと称される施設が知られており、湿田の排水を目的と

して作られた遺構であるという。この事例も同様の施設の可能性が考えられる。

2.検出遺構

土坑6基と、足跡の密集する地点、を検出した。

土坑5 (第70図 1区において検出した。長径70cm、短径50cm、深さlOcmの楕円形土坑で、ある。この土坑内か

らの出土遺物は無く、時期、性格とも不明である。

土坑6 (第71図) 長径80cm、短径50cm、深さlOcmの楕円形の土坑で、ある。土坑内からは、土器片が少量出土し

ているが、時期性格とも不明で、ある。

土坑 7 (第71図) 長径80cm、煙径30cm、深さ10ωの楕円形の土坑で、ある。この土坑内からの出土遺物は無く、

時期、性格とも不明である。

土坑8 (第71図) 直径50cm、深さ 5cmの円形の土坑で、ある。この士坑内からの出土遺物は無く、時期、性格と

も不明で、ある。

土坑9 (第71図) 直径45cm、深さ15mの円形の土坑で、ある。土坑内は二段に掘り込まれている。形態的には柱

穴状を呈しており、土坑8がこれに対応する可能性も考えられたが、さらに続く柱穴を検出することが出来なか

ったため、土坑とした。この土坑内からの出土遺物は無く、時期、性格とも不明で、ある。

⑧ 
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土坑10(第71図) 直径120cm、短径75cm、深さ 5cmの円形の土坑である。この士坑内からの出土遺物は無く、時

期、性格とも不明である。

足跡群集(第70図 1区、 2区、 11区にて検出した。 1区、 2区のものは、密に切り合った状態で群集してお

り、検出範囲の記録しか作成できなかった。この足跡群集1、2の聞は、一部切れており、この部分に畦畔が存

在した可能性も考えられる。足跡群集3も同様に、足跡が切り合った状態で検出されたが、足跡群集 1、2より

も疎らである。

3.出土遺物(第70図)

ここでは、遺構面の直上から出土した遺物を図化した。 Po649、Po950は須恵器皿である。 Po651は、瓦質の鉢

形土器である。口縁端部は外面に肥厚し、内面には卸目が刻まれる。形態的な特徴から揺鉢と考えられる。こう

した瓦質揺鉢は、目久美遺跡を初めとして、宍道湖岸地域の遺跡でも散見されるが、いわゆる防長系の揺鉢との

関係などはまだ明らかにされておらず、注意を要する遺物である。
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第11節遺構外出土遺物(第72図~第76図)

包含層から出土した遺物や、調査区の周囲に巡らせた排水溝の掘削中に出土した遺物を72図から第76図に示し

た。 Po652は縄紋土器で、ある。 Po684、Po685は、口縁が受け口状を呈する土師質土鍋。 Po686は土師皿。 Po688

は土鍾。 Po689、Po690は内面に放射状の当て具痕跡を残す須恵器室片。 Po691は須恵質の揺鉢。 Po692-Po694 

は瓦質揺鉢。 Po695は、瓦質鉢形土器。 Po696は備前焼の揺鉢口縁部。 Po697は白磁碗。 Po698は青磁碗。 Po699

は青花皿。 Po700は、陶器の揺鉢で、須佐唐津系の製品か。 Po701-Po702は、砂目積の痕跡を残す唐津皿。

Po703は肥前磁器で器種は碗か。焼継による補修痕が残る。焼継の磁器が米子城跡以外の遺跡で見つかる事例は

稀である。 S119は石匙。 S120は石鎖。 S121-S124は石鍬。 S125は円離の端部を打ち欠いたもので、叩石か。

S126-S128は凹石。 S129-S139は石鍾。 S140は石製紡錘車。火を受けているらしく、表面は剥離し、煤が付着

している。 S141、S142は砥石。 W17は箸。 W18は、薄い板を杓子形に加工する。どちらも樹種はスギである。

F2は、取っ手状に加工した鉄製品である。端部を巻返し蕨子状に処理している。 B1-B3は銅銭である。 B1は

「景祐元賓J(初鋳1034年)である。 B2は「天聖元賓J(初鋳1023年)0B3は「紹聖元賓J(初鋳1094年)0B4はキ

セルの雁首部で、火皿を欠損している。
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第12節拡張区の調査

1.概要

拡張区は、本調査トレンチ西側の道路工事予定地内を対象としたもので、この地点に隣接している第 I次調査

地点、第4次調査地点、では、標高2m前後で、岩盤を検出していることから、事前に遺構深度が浅いものと考えら

れたので、鋼矢板は用いず、全面素掘りにて調査を行った。また現地は、歩道の部分にガス管が埋設されていた

ため、歩道部分を調査範囲から除外し、 3個所のトレンチ分散して調査を行った。 lトレンチは長さ7.5m、幅4

mo 2.トレンチは長さ 9m、幅4mo3トレンチは長さ13m、幅5mで、地形的な制約から 3つのトレンチとも不

整形なものとなった。調査の結果、近現代の遺構を検出したほか、弥生時代以降の遺物が多数出土した。また、

lトレンチと 2トレンチの聞を通る小道は、かつては目久美神社の参道に至る道であった。この目久美神社は、

昔は足尾さんとも呼ばれ、足の病気に効くと言うことで、よく下駄が供えられていたという。図化していないも

のの、 3トレンチから近代の下駄が1点出土しており、こうした信仰を裏付けるものであったと考えられる。

2.土層の堆積状況(第7図)

各トレンチの土層の堆積状況は、第7図に示した 2トレンチの状況と同様の傾向を示す。大まかに分けると、

標高2.5m付近に近代の水田面が存在し、その下層に、弥生時代から近世までの遺物を含む第13層(暗オリーブ色

粘土層)、第14層(淡黒灰色粘土)が堆積している。水路跡以外の遺構は、第15層(灰色粘土)、および地山であ

る明黄灰色粘土上面において検出した。遺物の出土状況は、各時代の遺物が混在して出土しており、また土器の

中には摩滅したものや、細片化したものが多かったことから、近世に行われた新田開発や近代以降の水田耕作な

どによってローリングを受け、撹乱されたものと考えられる。

道路

第77函拡張区トレンチ配置図
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3.検出遺構

各トレンチにおいて、溝状遺構や土坑を検出したが、遺構に伴う遺物などは少なく、時期や性格は明確にする

ことが出来なかった。ただし、近代に作られた水田によって、大半の遺構が失われているものと考えられるため、

ここでは、遺構の時期、性格が明らかな、石製水槽、水路跡について述べる。

石製水槽(第77図)

3トレンチの北側で3基が並んで検出された。水溜め状の石製水槽である。周囲には、土坑状の掘り形が巡っ

ており、上部10cm程度を地上に露出させた状態で埋設されていたものと考えられる。水槽は、長さ 1m、幅80cm、

高さ80cmで、内法は長さ85ω、幅60cm、深さ70cmで、ある。内面は平滑に加工されているが、外面は雑な仕上げの

ままである。石材は、島根県安来市に産出する「荒島石J(あらしまいし)を用いており、極めて脆い。また水

槽内部は、有機物を多く含む黒色粘質土で満たされていた。この水槽内からは、磁器 (Po720)、汽車土瓶

(Po72l)、ビール瓶 (Gl)が出土した。この遺構の性格については、周辺住民の証言や埋土の状況から、昭和前

期頃まで使用されていた肥溜めと考えられる。

溝(第77図)

3トレンチの平坦面の落ち込み部で検出した溝状の遺構である。検出した長さ約13m、幅80cm程度、深さ15cm

で、弧状に伸びる。溝の北側には、土留のためと見られる木杭が打ち込まれており、断面形は iUJ字形を呈す

る。検出した面や埋土の状況などから、水田に伴う水路として利用された溝と考えられる。遺構内からは遺物が

出土しなかったものの、下層より出土した遺物から、近代以降に使用されたものであろう。

4. 出土遺物(第78図)

Po704は、弥生土器である。内外面ともハケ調整を施し、口縁端部に 2条の凹鰻が巡る。 Po705からPo716は須

恵器である。器種は杯身、蓋、皿、高杯、警などがある。 Po717、Po718は土師器杯底部で、ある。 Po719は、ミニ

チュアの磁器皿で、瀬戸産か。 Po720も磁器で、花の紋様を描く湯呑み茶碗である。 Po721は、四角形の汽車土瓶

である。側面に「御茶jの文字や山、花などの文様を描く。型作りの製品で、側面には合わせ目が確認できる。

白色の胎土に白軸を掛ける。底部は露胎で、ややピンク色を呈する。

S143は板状の石材の端部に叩打痕が残る。 S144は磨製石斧の刃部片。 G1は、陽刻の inippon'iたbeerJ銘をもっ

ビール瓶で、文字は摩滅していない。ガラスは、薄茶色を呈し、ガラス内には、気泡を含まない。栓は王冠式で

ある。現サッポロビール社の前身である、日本麦酒社(昭和24年一32年)の製品と見られる。 Po720とPo721、

G1は、石製水槽内から出土しており、一括遺物と考えられる。
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第4章 自然科学分析

第1節 目久美遺跡第8次調査における花粉分析

株式会社古環境研究所

しはじめに

花粉分析は、一般に低湿地の堆積物を対象として比較的広域な植生・環境の復原に応用されており、遺跡調査

においては遺構内の堆積物などを対象とした局地的な植生の推定も試みられている。なお、乾燥的な環境下の堆

積物では、花粉などの植物遺体が分解して残存していない場合もある。

2.試料

試料は、 4ライン北断面から採取された14点である。試料採取箇所を分析結果の模式柱状図に示す。

3.方法

花粉粒の分離抽出は、中村(1973)の方法をもとに、以下の手順で、行った。

1) 5 %水酸化カリウム溶液を加え、 15分間湯煎する。

2 )水洗した後、 0.5mmの舗で離などの大きな粒子を取り除き、沈澱法を用いて砂粒の除去を行う。

3) 25%フッ化水素酸溶液を加えて、 30分放置する。

4 )水洗した後、氷酢酸によって脱水し、アセトリシス処理を施す。

5 )再び氷酢酸を加えた後、水洗を行う。

6 )沈i査に石炭酸フクシンを加えて染色を行い、グリセリンゼリーで封入してプレパラートを作製する。

7)検鏡・計数を行う。

各処理聞の水洗は、遠心分離 (1500rpm、2分間)の後、上澄みを捨てるという操作を 3回繰り返して行った。

検鏡は、生物顕微鏡によって300-1000倍でA行った。

花粉の同定は、島倉 (1973)および中村(1980)をアトラスとして、所有の現生標本との対比で行った。結果

は同定レベルによって、科、亜科、属、亜属、節および種の階級で分類し、棲数の分類群にまたがるものはハイ

フン(一)で結んで示した。イネ属については、中村 (1974.1977)を参考にして、現生標本の表面模様・大き

さ・孔・表層断面の特徴と対比して同定しているが、個体変化や類似種があることからイネ属型とした。

4.結果

(1)分類群

出現した分類群は、樹木花粉36、樹木花粉と草本花粉を含むもの4、草本花粉24、シダ植物胞子2形態の計66

である。これらの学名と和名および粒数を表 1に示し、主要な分類群を写真に示す。花粉数が200個以上計数で

きた試料は、花粉総数を基数とする花粉ダイアグラムを示した。以下に出現した分類群を記す。

〔樹木花粉〕

マキ属、モミ属、ツガ属、マツ属複維管束亜属、スギ、コウヤマキ、イチイ科一イヌガヤ科ーヒノキ科、ヤナ

ギ属、ヤマモモ属、クルミ属、サワグルミ、ノグルミ、ハンノキ属、カバノキ属、ハシバミ属、クマシデ属ーア

サダ、クリ、シイ属、ブナ属、コナラ属コナラ亜属、コナラ属アカガシ亜属、ニレ属ーケヤキ、エノキ属ームク

ノキ、アカメガシワ、サンショウ属、キハダ属、ウルシ属、モチノキ属、カエデ属、 トチノキ、ブドウ属、グミ

属、ミズキ属、ハイノキ属、モクセイ科、ツツジ科、ニワトコ属 ガマズミ属

〔樹木花粉と草本花粉を含むもの〕
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クワ干守一イラクサ干ヰ、ノtラ干寺、マメ平寺、 ウコギ干非

〔草本花粉〕

ガマ属ーミクリ属、サジオモダカ属、オモダカ属、イネ科、イネ属型、カヤツリグサ科、イボクサ、ミズアオ

イ属、タデ属サナエタデ節、ソパ属、アカザ科ーヒユ科、ナデシコ科、キンポウゲ属、アブラナ科、ササゲ属、

ツリフネソウ属、アリノトウグサ属ーフサモ属、チドメグサ亜科、セリ亜科、オオバコ属、タンポポ亜科、キク

亜科、オナモミ属、ヨモギ属

〔シダ植物胞子〕

単条溝胞子、三条溝胞子

( 2 )花粉群集の特徴

花粉群集の変遷から、下位より I帯、 H帯、皿帯、 N帯、 V帯の花粉分帯を設定した。以下に、花粉分帯に沿

って花粉群集の特徴を記す。

1) 1帯(試料10-14)

樹木花粉の占める割合が極めて高く、シイ属、コナラ属アカガシ亜属(カシ類)が優占して出現する。他に、

コナラ属コナラ亜属(ナラ類)、マツ属複維管束亜属(マツ類)、クリ、クマシデ属一アサダ、ブナ属などが伴わ

れる。上部に向かつてシイ属が減少し、マツ属複維管東亜属が増加傾向を示す。草本花粉の出現率は低く、イネ

科、ヨモギ属、カヤツリグサ科などが低率に出現する。

2) II帯(試料8・9) 

樹木花粉の占める割合が草本花粉よりもやや高い。樹木花粉ではクリが増加し、コナラ属アカガシ亜属、コナ

ラ属コナラ亜属、スギ、マツ属被維管束亜属、シイ属が比較的高い割合を占める。草本花粉ではイネ科が急増し、

優占する。他に、クワ科ーイラクサ科、ヨモギ属、カヤツリグサ科が伴われる。試料8ではササゲ属が出現する。

3 )皿帯(試料4-7) 

草本花粉の占める割合が樹木花粉よりも高い。樹木花粉では、コナラ属アカガシ亜属、コナラ属コナラ亜属、

スギ、マツ属複維管束亜属、シイ属、クリなどがやや低率に出現する。草本花粉ではイネ科(イネ属型を含む)

の出現率が高く、カヤツリグサ科が上位に向かつて増加している。他に、ヨモギ属、アカザ科ーヒユ科、アブラ

ナ科、ミズアオイ属、イボクサ、オモダカ属などが伴われる。

4) N帯(試料2-3) 

樹木花粉よりも草本花粉の占める割合が高く、上位に向かつて草本花粉の出現率は増加傾向を示す。樹木花粉

群集は、下位と変化はないが、コナラ属アカガシ亜属、シイ属、スギが減少傾向を示し、マツ属複維管束亜属、

コナラ属コナラ亜属が引き続き出現する。草本花粉ではイネ科の出現率が非常に高くなり、イネ属型の占める割

合も増加する。他に、ヨモギ属、カヤツリグサ科、アブラナ科などが多く、ソパ属が伴われる。

5) V帯(試料1)

イネ科(イネ属型を含む)が優占し、樹木花粉ではマツ属複維管束亜属やコナラ属コナラ亜属がやや低率に出

現する。

5.花粉分析から推定される植生と環境

縄文時代前期~中期の遺跡周辺は、シイ類やカシ類などの照葉樹を主体としてナラ類、マツ類、クリ、クマシ
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デ属ーアサダ、ブナ属なども生育する森林に覆われる状況であったと推定される。革本は少なく、河川沿いなど

の森林の切れ目などにイネ科、ヨモギ属、カヤツリグサ科などが生育していたと考えられる。

その後、弥生時代中期末にかけては、イネ科を主にクワ科ーイラクサ科、ヨモギ属、カヤツリグサ科などが分

布する草原的な環境が拡大したと推定される。また、ササゲ属(アズキ、リョクトウ、ササゲ)などのマメ栽培

が行われていた可能性も認められた。周辺地域ではシイ類やカシ類などの照葉樹林が減少し、二次林性のクリ林

が増加したと推定される。

弥生時代中期末から古代にかけては、周辺で水田稲作が営まれていたと考えられ、周囲にはイネ科、カヤツリ

グサ科、ヨモギ属などが分布していたと推定される。また、周辺地域には、スギ、マツ類、カシ類、ナラ類、シ

イ類、クリ林などの森林が分布していたと考えられる。

中世~近世から近世~近代にかけては、集約性の高い水田稲作が営まれていたと考えられ、ソパ属やアブラナ

科などの畑作も行われていたと推定される。また、周辺地域には、マツ類、ナラ類、クリ林などの二次林が分布

していたと考えられる。
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時期 花粉帯 推定される主要植生の変遷

近世~近代 V 

水田の集約化とソパ属やアブ、ラナ科の畑作
いし造林

中~近世 IV 

一一一ーーーーー

ーー一一一ーーー 森林の減少、カシ

古代 水田が営まれる 類、ニヨウマツ類、

一ーー一一一ー-

III 
(イネ科、カヤツリグサ科、ヨモギ属、 スギ、コナラ類、

弥生時代 イネ属型、ミズアオイ属) シイ類の優占種の

中期末
ない森林

『ーー一一一ー-

II 仰の増加と人為環境の拡大 l森林の減少
ササゲ属の畑作の可能性 二次林性のクリ林の増加F 均一を主とする闇葉樹林 | 

シイ林の減少、マツ林の微増
一一ーー一一一一 一一一→ー一一ーーー-ーーーー一一ーー一一一一一ー一一一一『一一一一ー一一一ー』一一回

縄文時代
カシ林とシイ林を主とする照葉樹林

前期~中期

第81図 目久美遺跡第8次調査の花粉分析から推定される植生の変換
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第2節 目久美遺跡第8次調査におけるプラン卜・オパール分析

株式会社古環境研究所

1.はじめに

植物珪酸体は、植物の細胞内にガラスの主成分である珪酸 (SiO2)が蓄積したものであり、植物が枯れたあ

とも微化石(プラント・オパール)となって土壌中に半永久的に残っている。プラント・オパール分析は、この

微化石を遺跡土壌などから検出して同定・定量する方法であり、イネの消長を検討することで埋蔵水田跡の検証

や探査が可能である(杉山， 2000)。

目久美遺跡第8次調査の発掘調査では、古代および弥生時代中期末とされる土層から水田跡が検出された。こ

こでは、これらの同層における稲作の検証を主目的として分析を行った。

2.試料

試料は、 4ライン北断面から採取された14点である。試料採取箇所を分析結果の模式柱状図に示す。

3.分析法

プラント・オパールの抽出と定量は、プラント・オパール定量分析法(藤原 1976)をもとに、次の子順で行

った。

1)試料を105
0

Cで24時間乾燥(絶乾)

2 )試料約 19に対し直径約40μmのガラスビーズを約0.02g添加(電子分析天秤によりO.lmgの精度で、秤量)

3 )電気炉灰化法 (550
0

C. 6時間)による脱有機物処理

4 )超音波水中照射 (300W. 42KHz' 10分間)による分散

5 )沈底法による20μm以下の微粒子除去

6 )封入剤(オイキット)中に分散してプレパラート作成

n検鏡・計数。
同定は、イネ科植物の機動細胞に由来するプラント・オパールをおもな対象とし、 400倍の偏光顕微鏡下で行

った。計数は、ガラスビーズ個数が400以上になるまで行った。これはほぼプレパラート 1枚分の精査に相当す

る。試料 19あたりのガラスビーズ個数に、計数されたプラント・オパールとガラスビーズ個数の比率をかけて、

試料 19中のプラント・オパール個数を求めた。

また、おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重と各植物の換算係数(機動細胞珪酸体1個あたりの植物

体乾重、単位:lO-Sg) をかけて、単位面積で層厚 1cmあたりの植物体生産量を算出した。イネ(赤米)の換

2.94、ヨシ属(ヨシ)は6.31、ススキ属(ススキ)は1.24、タケ亜科は0.48である。

4.分析結果

水田跡(稲作跡)の検討が主目的であることから、同定および定量はイネ、ヒエ属型、ヨシ属、ススキ属型、

タケ亜科の主要な 5分類群に限定した。これらの分類群について定量を行い、その結果を表 lおよび第82図に示

した。写真図版に主要な分類群の顕微鏡写真を示す。

5.考察

(1)水田跡の検討

水田跡(稲作跡)の検証や探査を行う場合、一般にイネのプラント・オパールが試料 19あたり5，000個以上と

高い密度で検出された場合に、そこで稲作が行われていた可能性が高いと判断している。ただし、密度が3，000個
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jg程度で、も水田遺構が検出される事例があることから、ここでは判断の基準を3.000個jgとして検討を行った。

4ライン北断面では、近世一近代とされる暗灰色粘質土(試料1)から縄紋時代前期~中期とされる青灰色粗

砂(試料14)までの各層について分析を行った。その結果、暗灰色粘質士(試料 1)から濃黒色粘土層(試料9) 

までのすべての試料からイネが検出された。このうち、古代の水困層とされる暗灰色粘土層(試料りでは密度

が3.800個々、弥生時代中期末の水田層とされる黒色粘土層(試料5、6)でも3.000個々と比較的高い値である。

したがって、これらの層では稲作が行われていた可能性が高いと考えられる。近世~近代とされる暗灰色粘質土

層(試料1)、中世~近世とされる淡灰色粘質士層(試料2)、弥生時代中期末とされる黒色粘土層(試料nで
は、いずれも密度が5.000個jg以上と高い値である。したがって、これらの層でも稲作が行われていた可能性が

高いと考えられる。

濃黒色粘土層(試料 9)では、密度が1.500f固jgと低い値である。イネの密度が低い原因としては、稲作が行

われていた期聞が短かったこと、洪水などによって耕作土が流出したこと、採取地点が畦畔など耕作面以外であ

ったこと、および上層や他所からの混入などが考えられる。

( 2 )堆積環境の推定

ヨシ属は比較的湿ったところに生育し、ススキ属やタケ亜科は比較的乾いたところに生育している。このこと

から、これらの植物の出現状況を検討することによって、堆積当時の環境(乾燥・湿潤)を推定することができ

るO イネ以外の分類群では、ほとんどの層準でタケ亜科が比較的多く検出され、ヨシ属も検出された。おもな分

類群の推定生産量によると、おおむねタケ亜科が優勢であるが、黒色粘土層ではヨシ属が優勢となっていること

が分かる。

以上のことから、弥生時代中期末とされる黒色粘土層の堆積当時は、ヨシ属などが生育する湿地的な環境であ

ったと考えられ、そこを利用して水田稲作が開始されたと推定される。また、調査区周辺には竹笹類も多く生育

していたと考えられる。

6. まとめ

プラント・オパール分析の結果、古代および弥生時代中期末とされる水困層からはイネが比較的多量に検出さ

れ、これらの層で稲作が行われていたことが分析的に検証された。また、近世一近代、中世一近世、弥生時代中

期末より下位の各層でもイネが多量に検出され、稲作が行われていた可能性が高いと判断された。

文献

杉山真二 (2000)植物珪酸体(プラント・オパール).考古学と植物学.同成社， p.189-213. 

藤原宏志(1976)プラント・オパール分析法の基礎的研究(1) 数種イネ科栽培植物の珪酸体標本と定量分析 法 . 

考古学と自然科学， 9， p.15-29. 

藤原宏志・杉山真二(1984)プラント・オパール分析法の基礎的研究 (5)ープラント・オパール分析による水 田祉の

探査 .考古学と自然科学， 17， p.73-85. 
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第3節 目久美遺跡における放射性炭素年代測定 (AMS法)

1.試料と方法

試料名 地点・層準 種類 前処理・調整

No. 1 丸木船 (W1 ) 木材 酸-71.カリー酸洗浄，セルロース抽出

石墨調整

No. 2 有頭棒 (W11) 木材 酸-71"カリー酸洗浄，セルロース抽出

石墨調整

2. 測定結果

試料名 14C年代 δ13C 補正14C年代 暦年代(西暦)

(年BP) (%0) (年BP)

No. 1 2380士50 ー21.4 2440::t:50 交点:cal BC 520 
lσ: cal BC 760-640， 560-410 

2σ: cal BC 780-400 

No. 2 2030土50 -26.6 2000::t:50 交点:calAD 10 
1 (J : cal BC 50-AD 60 

2σ: cal BC 110-AD 100 

1) 14C年代測定値

株式会社古環境研究所

測定法

加速器質量分析 (AMS)法

加速器質量分析 (AMS)法

測定No.
(Beta-) 

153032 

153033 

試料の14Cj12C比から単純に現在 (AD1950年)から何年前かを計算した値。 14Cの半減期は国際慣例に従って

5568年を用いた。

2 )δ!3C測定値

試料の測定14Cj12C比を補正するための炭素安定同位体比 (!3CjI2C)。この値は標準物質 (PDB)の同位体比

からの千分偏差(%0)で表す。

3 )補正14C年代値

δ13C測定値から試料の炭素の同位体分別を知り、 14Cj12Cの測定値に補正値を加えた上で算出した年代。

4 )暦年代

過去の宇宙線強度の変動による大気中14C濃度の変動を較正することにより算出した年代。較正には年代既知

の樹木年輪の14C の詳細な測定値、およびサンゴ、のU~百1年代と 14C年代の比較により作成された較正曲線を使用し

た。最新のデータベース("INTCAL98 Radiocarbon Age Calibration" Stuiver et al， 1998， Radiocarbon 40 (3))に

より、約19.000年BPまでの換算が可能となっている。

暦年代の交点とは、補正14C年代値と暦年代較正曲掠との交点の暦年代値を意味する。 1σ(68%確率)および

2σ(95%確率)は、補正14C年代値の偏差の幅を較正曲線に投影した暦年代の幅を示す。したがって、捜数の交

点が表記される場合や、権数の1σ ・2σ値が表記される場合もある。

104 



第4節 目久美遺跡における放射性炭素年代測定(s線計数法)

1.試料と方法

試料名 地点・層準 種類

No. 3 流木 木材

No. 4 建築材 (W13) 木材

2. 測定結果

試料名 14C年代 d 13C 

(年BP) (%0) 

地 3 5630土130 -27.6 

No. 4 2200土80 -26.9 

1) 14C年代測定値

前処理・調整

酸-7)~カリー酸洗浄，セルロース抽出

ベンゼン合成

酸ーアルカリー酸洗浄， セルロース抽出

ベンゼン合成

補正l'C年代 暦年代(西暦)

(年BP)

5590:t130 交点:cal BC 4440 
1σ: cal BC 4540-4330 

2σ: cal BC 4710-4220 

2170土80 交点:cal BC 200 

lσ: cal BC 370-100 

2σ: cal BC 390-10 

株式会社古環境研究所

測定法

/3線計数法

/3線計数法

測定No.
(Beta-) 

153034 

153035 

試料の14C/12C比から単純に現在 (AD1950年)から何年前かを計算した値。 14Cの半減期は国際慣例に従って

5568年を用いた。

2 )δ13C測定値

試料の測定14C/12C比を補正するための炭素安定同位体比 (13C/12C)。この値は標準物質 (PDB)の同位体比

からの千分偏差(%0)で表す。

3 )補正14C年代値

δ13C測定値から試料の炭素の同位体分別を知り、 14C/12Cの測定値に補正値を加えた上で算出した年代。

4 )暦年代

過去の宇宙続強度の変動による大気中14C濃度の変動を較正することにより算出した年代。較正には年代既知

の樹木年輪の14Cの詳細な測定値、およびサンゴのU-Th年代と14C年代の比較により作成された較正曲線を使用

した。最新のデータベース("INTCAL98 Radiocarbon Age Calibration" Stuiver et al， 1998， Radiocarbon 40(3))に

より、約19.000年BPまでの換算が可能となっている。

暦年代の交点とは、補正14C年代値と暦年代較正曲線との交点の暦年代値を意味する。 1σ(68%確率)および

2σ(95%確率)は、補正14C年代値の偏差の幅を較正曲線に投影した暦年代の幅を示す。したがって、複数の交

点が表記される場合や、権数の1σ ・2σ値が表記される場合もある。
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考察第5章

石鍾の検討第 1節

石製品については、縄紋時代層から多量の打欠石錘が出土しており、第 1次調査時の状況とよく似た様相を呈

している。今回、縄紋時代の層から出土した石器、全74点中56点がこの打欠石錘であり、打欠石錘の出土量が8

割近くを占めていることから、調査地点は海にごく近い位置にあり、漁労活動が活発に行われていた場所である

これを見ると、石錘の重量は、 50gから200gのものが多く、

軽いもので、は30g程度のものがあり、重いものでは400g近いものまである。また石錘の具体的な使用方法につい

と推定される。表3に石錘の重量比を示している。

マダイやマグロなどの大形魚類のその中には、ては不明であるが、第 l次調査の際に、魚骨が採取されており、

骨片が認められることから、これらの石錘を用いた網漁法の存在を示すものと考えられる。また第6次調査では、

海成層中に人頭大の離が点在している状況が確認されており、海中に角蝶を投げ込み、追い込み漁法を行ってい

た可能性も指摘されている。やはりこれも網漁法の存在を示すものとして注目される。また大型の円離の側縁部

これは丸木舟を固定する際の碇ではないを研磨して、溝状のくぼみをつけたS17のようなものも出土しており、

かと推察される。

石錘の石材には、安山岩を主体としたものと、蛇紋岩を主体としたものがあり、形態的にも違いが認められる。

ただしこうした遣いが生じる原因が、時期的なものなのか、あるいは石材を獲得する場所の違いなのかは出土状

また、製作況から読み取ることができなかったため、明らかにすることは出来ないが、注意する必要があろう。

技法については、硬い石を正確に打ち欠く技術が必要であり、難しい部類に属するものと考えられる。今回の出

土品の中には、被熱痕跡を留めるものが見られたことから、一度火にかけてから、打ち欠くような技法があった

かも知れない。見過ごされやすい遺物であるが、先述した魚骨の多彩な種類などから、当時の漁労活動の活発さ

を示す資料となろう。山陰地方では、縄紋時代早期段階から石錘が用いられ、弥生時代前期まで、同様の形態で

使用されている。また弥生時代中期頃から、錘型製品の小型化が進行し、切目石錘、有溝石鍾、管状土錘、土器
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片転用錘などが加わりバリエーションが豊富になる。この頃に打欠石錘はほぼ消滅すると考えられる。こうした

変化の背景には、漁法の変化や、環境変化に伴う、獲得魚種の交替などの原因が考えられるが、漁業技術の解明

についてはまだまだ理解不足の観が百めず、今後、土壌洗浄により、微細な魚骨をも見逃さずに採取するなどの

努力を行うことで、より具体的な様相が明らかになるものと考えられる。

第2節弥生前期~中期層の出土遺物

今回の調査では、濃黒色粘土層中から、多数の突帯紋系土器や弥生土器の資料を得ることができた。また63図

のPo628のような東日本系の土器が出土している。目久美遺跡ではこれまでの調査でも、東日本系土器の出土が

みられることから、目久美遺跡において、こうした土器を持つ人々との交流があったことを窺わせる。また42図

のPo416も黒色の胎土に渦巻状の紋様が施されるもので、外来的な要素を持つ土器と考えられる O 突帯紋系土器

については口縁部の破片が出土しており、それらを見ると、突帯に刻みを施すものは出土量が少ない。また32図

のPo183や51図のPo483のように突帯が2条に分岐するものが見られる。このうち51図のPo483は突帯に細かい刻

みを施すもので、第 1次調査でも類似したものが出土している。壷については、高さ70cmにもなる大型のもの

(47図Po419)が出土した。こうした弥生前期の大型壷の出土例は、鳥取県内では長瀬高浜遺跡などに見られる

が、完形品にまで復元できるものは少なく貴重な資料を得ることができた。曹については、器形や調整子法など

にかなりのバリエーションがみられ、今後検討すべき課題と考えられる。土製品については、土笛や土器片転用

錘や土器片転用紡錘車、匙などが見られる58図のPo626は楕円形の土製円盤に 2箇所穿孔するもので用途につい

ては不明である。岸本町久古第3遺跡の口別所地区から類似したものが出土している。また58図Po623は蓋状の

器形で、頂部に横方向から穿孔する。鏡形土製品であろうか。

木製品は、濃黒色粘土層中から丸木舟断片、針状木器などを検出しているが、数は少ない。また水田の下層に

ある土器溜り中からは、漆塗り木製品の断片と、木銀、鍬の断片が出土した。丸木舟はスギを使用しており、紬

先側に段を設けている点に特徴がある。また漆塗り製品は木部が腐食しており、漆の部分しか依存していなかっ

た。このためどのような製品であったのか不明で、あるが、おそらく装身具のようなものではなかったかと考えら

れる。

石器は、石鍬の出土が目立つほか、短冊状に加工した打製土堀具、磨製石斧、大形石包丁、石製紡錘車、人形

石製品、砥石などが出土している。このうち石製紡錘車は緑色の石材を加工したもので、表面には擦り跡が確認

できる。弥生前期の遺跡から出土する事例は、タテチョウ遺跡、西川津遺跡、目久美遺跡、長瀬高浜遺跡などに

あり、いわゆる大陸系磨製石器の影響が大きいものと考えられるが、紡織技術の変革が背景にはあるようだ。ま

た石槍状の石器は、サヌカイト製で、長さlOcm程のものである。これまでの目久美遺跡の調査では、石製武器類

の出土はあまり顕著で、はなかったため、珍しい資料であると考えられる。

人形石製品は、胴体の部分と右手と見られる部位が残っており、頭部や足部は欠損している。安山岩製で全体

に研磨した痕跡があり、体の中央部には放射線状に擦痕が残る。こうした擦痕が残っていることから骨角器など

の製作に関連した砥石であるという可能性も考えられる。全国的に見ても弥生時代の石製偶像は検出例が少なく、

断定的なことは言えないが、今後の出土類例の増加を待って結論を出すべきであろう。今回は偶像としての可能

性を提示することで注意を呼びかけたい。

第3節 加茂川下流域における水田遺跡の動向

1982年に実施された目久美遺跡第 1次調査において水田遺構が検出されてから、早や20年もの歳月が流れた。

その聞に山陰地方では、鳥取県会見町日朝金遺跡、米子市長砂第 l遺跡など、周辺での水田検出事例が増え、ま

た最近では、プラントオパールや花粉などを手がかりとした自然科学分析を実施する機会が増加し、水田遺構に
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対する認識は、この20年で大いに高まったと言えるだろう。しかしながら、そうした調査にしても、水田に付属

して作られる畦畔、水路、堰などの構築物の検討や、集落聞の動向からみた水田経営のあり方などを明らかにす

る取り組みについては、あまり積極的にはなされていなかった。今回実施した第8次調査をはじめ、最近の調査

では目久美遺跡の所在する加茂川下流域において、堰や木製農具を出土する遺跡が見つかり、この地域の弥生遺

跡が点から線へとつながり始めている O ここでは、こうした遺跡を概観し、米子平野に分布する水田遺跡の実態

と、そこから明らかになった問題点について述べる。

時期区分・・・弥生時代を前期、中期、後期の3期に区分し、中期を前葉、中葉、後葉に細分する O 年代の決定

は出土した士器により、士器の編年は、清水編年に依拠しているが、様式内での細分にはこだわっていない。本

稿で扱う水田遺構は、一般に出土する遺物が少なく、細かな時期区分を設けることは混乱を生ずる可能性がある

ため、大まかな区分にとどめている。基本的に報告書に記載された年代と相違するものではない。

目久美遺跡の水田遺構・・・第1次調査で検出された水田は、弥生前期末から中期末までの時期に計3面の水田

が築かれている O 上層にある中期末段階の水田は、 48枚の小区画水田が検出され、水田直上は氾濫砂層によって

被覆されていた。中層の水田は中期末水田の下層に部分的に被覆砂層があり、この層を鍵層として検出した。下

層にある前期末段階の水田は水平堆積する粘土層を耕作土としているが、畦畔は検出されていない。ただ小量な

がらプラントオパールが検出され、足跡の群集があることから、人為の活動が認められ、水田跡の可能性が高い

ものだとされている。第 l次調査での水田遺構は、中期末の水田が最も残りがよく、水路や畦畔の構造などが判

明している。また微高地に面する水田の下層において、帯状に分布する土器溜りが形成されている O これは、集

落で生じた廃棄物が微高地縁辺の湿地に投棄されたため、帯状に分布する結果となったためと考えられる。この

ため上層は水田を構築するために埋め立てられているものと考えられる O これまでに目久美遺跡は土器の出土が

多い水田であると言われていたが、水田の一部が土器溜りの上に作られているためである。

第6次調査では、弥生中期、後期初頭の畦畔を検出した。この調査では、弥生前期のプラントオパールを少量

含む黒色粘土層が水平堆積しており、 l次、 8次調査でも検出されている層と同ーのものと考えられる。また弥

生中期に堆積した洪水層を切って、幅6m、深さ 3mの大規模な水路が構築されており、ボーリング調査の結果、

全長 1km以上の長さになるものと考えられる。位置的な関係から、池ノ内遺跡からの水流もここに接合するも

のと考えられるので、この水路の規模はさらに大きくなるものと考えられる。

第8次調査では、弥生中期末の水田と水路を検出した。第84凶に平面図を示している。検出した水田は 7面で、

畦畔の形状は第1次調査で検出された畦畔と同様のカマボコ形を呈する O 長方形の区画が水路に沿って並ぶよう

で、配列も第 1次調査の水田と類似しており、第 l次調査の弥生中期末の*固と同時期に洪水砂によって埋没し

たものと考えられる O

水田の下部構造・・・目久美遺跡の水田は、炭酸鉄の集積が水田下層に見つかる事例はあるものの、マンガン、

鉄分の集積層が検出される事例はまれである。水田土壌の下層はグライ化が進行しており、また水田雑草の分析

からも、湿田か半湿田であったと考えられる。こうしたことや、低湿地に立地していることから、水田に付属し

て作られている水路は、排水を主目的として作られていたもので、潤沢に水が供給されていたと考えられる O

加茂川下流域の遺跡

宗像前田遺跡・・・この遺跡は加茂川の谷地に立地しており、ここから弥牛A時代rjt期の堰が検出された。壊は、

河川の中に杭を打ち込んで、作られており、平面形は馬蹄形を呈し、幅23m、奥行き10mである O 構築された時期

や埋没した時期は不明であるが、規模が大きいことから、加茂川流域の集落に伴うものと考えられる O

東宗像遺跡・・・加茂川右岸の丘陵斜面にな地する、数棟の竪穴住居によって構成される小規模な集落で、ある O

108 



L=2.2m 

A A' 

マ三ーさ九

B B' 
ー一ーーー-守司ーー'ーー『、ーーーーーー

~ー一ーーーー一一『ーーーー.」ー一一ーーー L =2.2m 

C C' 
-ー--rーーー一ーーー「ーー一 L=2.2m 

L一一一ー~

n D' 
ヒ三三とごコー一一一一 L=2.2m 

⑨ 

(s= 1 : 80) 

ー

第83図 弥生中期末水田のコンター図

一一一一一一一 8ライン一一一~ライン
守a

6ライン
一一一一一一一一 2ライン

一一一一一一一一 4ラインOライン
109・110



時期は弥生中期。住居内から磨製石剣が出土しているほか投石用とも考えられる小離が出土している。

長砂第 1遺跡・・-加茂川左岸の丘陵先端の微高地に位置する水田遺跡、である。弥生前期末一中期前葉の遺物

が多く出土しているが、出土状況は目久美遺跡で確認されている土器溜りと同様の傾向を示す。水田遺構は、畦

畔状の盛り上がりが検出されているが、保存状態が悪く全体の様子については不明である O 水田の時期は明確に

されていないが、弥生中期前葉以降のものであろう。

長砂第2遺跡・・・ 2時期の水田遺構が検出されている。上層水田は、 3枚の水田が確認され、 l枚の面積が

それぞれ30ぱ、 38.4ぱ、 25ぱと推定されている O 畦畔の高さは 6cm、幅40cm前後で、あり、形状は方形の区画を指

向している。下層の水聞は、残存状況が悪く、面積や広がりが不明であるが、畦畔の高さは 5-6 cm、幅25-

40cmで、ある。水田面の傾斜は、上層、下層とも南から北へ緩やかに下降しており、この方向に取水されていたも

のと考えられる。また、下層水田では、河川内に杭を打ち込んで作られた堰状の遺構が検出されている。水田へ

の水の供給を目的に作られていたものと考えられるが、粗砂によって被覆されており、大部分の構築物は流出し

ているものと考えられる O 水田の時期は、 下層が弥生前期末一中期前半、上層は弥生中期後葉~後期初頭の期間

に営まれたものと考えられている。

長砂第4遺跡・・-加茂川右岸の丘陵裾に位置する、低湿地遺跡である O 縄紋晩期から弥生前期の土器や弥生

後期の土器、木製農耕具が出土している。分析の結果から水田遺跡の存在が推定されているが、分析の内容や結

果について示されていないため詳細は不明で、ある。

長砂第3遺跡・・-長砂第4遺跡に隣接する丘陵斜面に位置する。弥生前期と弥生後期の土器が多量に出土し

ているが、中期の資料が見られないことから、集落は一時断絶するものと考えられる。調査では竪穴住居1棟が

検出され、埋土中から管玉の未製品が出土している。

池ノ内遺跡・・・日久美遺跡の東に位置する水田遺跡である O 水田の時期は弥生後期から古墳後期に至る 6面

が検出されている。目久美遺跡の水田が中期末の洪水により、放棄された後に水田耕作が開始されるものと考え

られる。このため、目久美遺跡の水田を管理していた集団と同じ集団が水田の経営に関与しているものと考えら

れる。水田の耕作土、畦畔には、シルト、砂を用いたものがある。周囲を丘陵に固まれた盆地状を呈しており、

湿地性の植物遺体の堆積層が広く分布している O

四日市町遺跡・・・加茂川右岸、砂丘の後背地に形成された弥生中期の遺跡で、多量の木製品が出土している。

報告書未刊行。

錦町第一遺跡・・・加茂川右岸に形成された砂丘の後背地に位置する。この砂丘の形成時期は明らかではない

が、縄紋後期の遺物が出土しており、これ以降に形成されたものと考えられる。弥生時代前期と弥生時代中期後

半から後期の遺物が出土しており、当該期の集落遺跡と考えられる O 明確な遺構は検出されていないが、土器の

出土量が多く、規模の大きな集落ではなL功、と考えられる。遺跡の立地から、砂丘の後背湿地を水田として利用

していたのではと想像されているが水田跡は検出されていない。

米子域跡下層遺跡・・・米子城は、加茂川の河口の南部に位置する湊山、飯山に築かれた近世城郭で、武家屋

敷地は加茂川左岸の河口域の氾濫砂淋|上に作られた。この武家屋敷の下層から、弥生時代の遺構や遺物が見つか

っており、弥生前期から弥生終末にかけて、集落が展開していたものと考えられる。これまでの調査では久米第

一遺跡、米子城跡l次、 2次、 5次、 6次、 7次、 21次、 25次、 27次調査で弥生土器が出土しており、遺構につ

いては6次、 21次、 33次の各調査で掘立柱建物、士坑、水路などが見つかっている。検出された遺構が少なく、

遺跡の性格については不明であるが、 3次調査で、縄紋時代晩期から弥生時代前期の土器を含む粘土層からプラ

ントオパールが検出されたことから、水田遺構の存在が推定されている。また21次調査では、畦畔状の遺構も検

出され、微量ながらプラントオパールが検出されている O 米子城跡、の下層には、加茂川の土佐積作用によってもた

らされた砂層との間層に腐食を含む粘土の水平堆積層が分布していることが判明しており、 27次、 33次、 36次調

査でも見つかっている O いずれの調査でも畦畔や水路が伴う事例がないことと、農耕具の出士がないことから、

水田遺構の存在を裏付けるものとはなり得ないが、将来的に水田跡が検出される可能性は考えられる。なお、弥
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生終末期の資料には 2次、 6次調査で畿内系土器が出土しており、周辺の遺跡と比較しでも異質な存在であり、

遺跡の性格の解明が待たれる。

遺跡の動向・・・弥生前期の水田は今のところ確認されていないが、長砂第4遺跡において、石鍬と共に突帯紋

士器と弥生前期の警が出土しており、水田遺構が存在した可能性が指摘されているが畦畔などの遺構が確認され

ていないため断定は出来ない。確実なところでは、目久美遺跡l次調査で弥生前期の包含層上面から足跡、の群集

が確認されており、水田に伴うものと考えられている O また6次調査で実施された、プラントオパール分析の結

果からも弥生前期層での水田の存在が推定されている。どちらの場合も、上層の被覆層が水田の耕作土と同質の

粘土であり、砂による被覆が行われていないため、畦畔を検出することが困難な状況である。こうした状況は長

期間継続して水田耕作が行われていたためと考えられることから、長期にわたって水田が維持されていたことを

示すものと考えられる。また目久美遺跡で、は石鍬の出土が顕著に認められるが、木製農耕具の出土は少なく、ど

のようにして耕作していたのか不明である O むしろ整然とした水田区画は形成されず、自然の湿地帯を利用して

耕作していたのではないかと考えられる。

中期には、弥生中期前葉に長砂第 l遺跡、において、畦畔と堰を伴う水路が構築されている。目久美1次調査第

2水田、長砂第 2遺跡、の水田もこの時期に相当するものと思われる。このころに木製農耕具はほぼ全ての器種が

出揃い、この段階で水田による農耕が行われていたと考えられる。中期中葉から後葉にかけては、宗像前田遺跡

において大規模な堰が作られており、加茂川下流域への水の供給に関与していたものと考えられる。宗像前田遺

跡には、東宗像遺跡が最も近い距離にあるが、小規模な集落であり、単独で管理していたものとは考えにくいた

め、下流の目久美遺跡、や米子城跡下層遺跡との関係を考慮しなければならない。中期段階の水田は目久美遺跡と

長砂第2遺跡、以外では検出されていないが、両遺跡は近接した位置関係にあり、水の管理において深い関わりを

もっていたと考えられる。

後期には、目久美遺跡の水田が洪水で理まり、放棄される。その代わりに隣接する池ノ内遺跡で水田が作られ

はじめる。新たに池ノ内遺跡で水田を開拓した集団の集落は特定できていないが、自然災害によって集落の移動

や再編成などの動きが想像され興味深い。周辺では長砂第3遺跡で中期末から後期初頭頃に集落の形成が見られ

るため、丘陵部への集落の移動が起こったと考えられる。なお弥生後期に至って農耕具の中でも 3刃のナスビ形

鍬の出土が増加し、古墳前期まで使用されていたことが確認できる。逆に広鍬や鋤などは減少するようで、農耕

技術に変化が見られるようだ。また池ノ内遺跡で、は田下駄の出土が目立ち、かなりの湿田であったと考えられる O

ここも弥生後期に3度にわたる洪水が襲い、その都度、被覆した砂層の上面を水田として利用している様子が確

認されている O 目久美遺跡では後期に大規模な水路が構築されており、度重なる水害に対して激しく抵抗してい

た証拠と考えられる O また目久美遺跡で見られたような大規模な水路の掘削から、この地域における水利や労働

力の統率を行う支配者層の存夜が推定される。目久美遺跡近辺では、今のところ傑出した墳墓や、環濠遺跡など

は見つかっておらず、そうした支配者層の出現を裏付けることは出来ないが、こうした調査を積み重ねていくこ

とで、解明される問題もあると考える O また、この地を襲った洪水について、自然環境の変化から読み取る試み

もなされており、集落の移動、廃絶といった一連のプロセスが自然科学の分野から明らかにされる可能性もある。

政治的な動向とも合わせて、今後解明すべき問題であろう。

小結 加茂川流域での弥生時代遺跡の調査事例はこの20年で増加し、次第に遺跡の様相が明らかとなってきた。

特に水田跡の調査は当時の生産技術の解明のみならず、組織的な生産体制への転換を示す資料であり、今後も水

田を始めとする生産遺跡の調査を継続していく必要があろう。水田遺跡の調宣は発掘技術としても高度な技術と

忍耐力が要求されるものだが、自然科学の協力も受けつっさらに技能に磨きをかけ、より具体的な様相を明らか

にしていきたL、。
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第4節現代の遺物

今回の調査では、拡張区3トレンチにおいて、肥溜めとして使用されていたと見られる石製水槽を検出し、こ

の水槽の内部からビール瓶、汽車土瓶などの現代遺物が出土した O 通常の調査であれば、こうした現代の遺構、

遺物については、撹乱として処理し、報告しないのが実情であるが、近・現代の遺物については、あまりにも新

しいが故に問題点が見過ごされ、意外に知られていないことも多い。特にビール瓶や汽車土瓶などは、近代社会

の発展と共に器形や容量、材質などが変化してきた経緯があり、当時の暮らしを伝える物質資料でもあるため、

ここで詳しく触れてみたい。

石製水槽は、全長 1mを超える大形品で、 3基が並んだ状態で検出された。その使用目的は、肥溜めと考えら

れる。こうした肥溜めを 3基も並べて設置した理由については、よくわからないが、目久美遺跡の所在する国鉄

米子駅の南側一帯には昭和40年代まで人家がまばらで、耕地も多かったことに起因するのであろう O 水槽は、島

根県安来市に産出する「荒島石J(あらしまいし)を用いて作られたもので、これと同形の製品は、米子城跡33

次調査でも出士している O また現在も農村部には、水溜めとして利用されている石製水槽が残されているものが

あり、農村部を中心にかなり普及していたものと考えられる O またこの他の荒島石製品としては、米子城跡の武

家屋敷跡から井戸枠として利用されていたものが出土しているが、近代以前に遡るものはなく、明治以降に普及

したものと考えられる。また、島根県宍道町に産出する「来待石J(きまちいし)は、久米第一遺跡のビール工

場跡の排水溝に使用されたものが出土しているほかは数が少なく、報告例が少ないこともあって実態は不明な点

が多いが、島根県産の石材を使用した製品は、神社の鳥居や石塔などに使われているものが西伯書地方各地に分

布しており、今後も注意すべき遺物と考えられる。

上記の石製水槽内からは、ビール瓶、汽車土瓶が出土した。これまでに鳥取県内で見出されたビール瓶資料と

しては、米子市久米第一遺跡の明治時代のビール工場跡地から、コルク栓式の瓶が出土しており、ワインボトル

を転用したものがビール瓶として使用されていたと考えられている。このビール工場は、稲田酒造によって明治

20年頃に設立されたもので、当時のレッテルには、稲田姫の絵と共に IINADA BEERJのマークが描かれてい

る。このビール工場は、明治後期には操業していなかったようで、どうやらこのビールは、明治の米子人の口に

は合わなかったらしL、また鳥取県会見町の鶴田中峯山遺跡から、「大日本麦酒」銘のビール瓶が出土している O

大日本麦酒社は、明治39年から昭和24年まで存続しており、この期間に相当するものと考えられるが、実測図が

公表されていないため詳細については不明である。

石製水槽内から出土したビール瓶は、瓶表面の肩部に rnippomたbeerJの文字が陽刻で書かれており、栓は王
冠式を採用している O このビールは戦後、進駐軍により制定された、過度経済力集中排除法により、昭和24年に

大日本麦酒会社より分割され誕生した日本麦酒社(昭和24-32年)製のものと考えられる。日本麦酒社の工場は、

札幌、川口、名古屋、門司にあり、このいずれかの工場から出荷され、この米子の地にもたらされたものと考え

られる。また、昭和34年には、ビールが国内で消費されたアルコール飲料のトップとなっており、ビール飲料の

普及を具体的にぷす資料といえよう O また、ビール瓶や牛乳瓶などのガラス容器は、使用後に回収、洗浄された

後に再利用され、破損したものは、溶解してまたビール瓶として再生産されるのだが、今a]の資料のように完形

品のまま残されているものは数が少なく貴重な資料であるといえる。

もう一点の汽車 t瓶については、型造りによって成型された陶器製のもので、阿角形の休部に、 21岡所の取っ

手間の穴がつけられており、口縁部の加工は組く、端部はシャープである O 表面には、 ll!や花などの文様が描か

れているが、ここからは、使用された駅や生産地などの情報は得られなかった。共伴しているビール瓶から昭和

20-30年代頃の製品と考えられる。このタイプの汽車土瓶は、使用後リサイクルされることなく破棄されたもの

と考えられるが、これは、土瓶の生産コストの方が、画収、洗浄して再利用するよりも安かったためであろうか、

もしくは衛生的な観点、から使い捨てが義務付けられていたためであろうか。
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また、これ以外の汽車土瓶の資料は、米子市陰田ヒチリザコ遺跡から、「鉄道局 御指定 御茶富岡式茶瓶

製造元 大日本麦酒株式会社」と書かれた、ガラス製の汽車土瓶が出土しており、大正10年-11年の極短期間に

使用されたものである。これは当時の衛生政策の一環として、鉄道省によりガラス製汽車土瓶の使用が決定され

たものの、尿瓶チックな外見から不評に終わり、結局陶器製品へと逆戻りしたもので、飲料容器の使用に、公官

による規制がなされていたことを示す資料である。なお、昭和30年代には、ポリエチレン製の汽車土瓶が出現し、

安価で清潔、軽くて割れないという特徴から、陶製汽車土瓶は急速に廃れてしまった。こうした汽車土瓶の変遷

から、衛生観念の普及や経済効率を重視した製品への転換を図るという一連の発展過程が読みとれる。

土器から始まり、木材、陶器、ガラス、紙、鉄、アルミなど様々な資源を利用してきた飲料容器は、近代化へ

と突き進んできた時代の世相を反映する遺物である。現代に立ち返って見るならば、 10年前には考えられなかっ

たほどのペットボトル全盛の昨今は、近代の飲料容器の変遷と比べてみても、目覚しいほどの進歩を遂げてきた

が、省資源という視点、からみると、化石燃料を消費し続ける石油製品は、近代のガラス製品のそれとは比較にな

らないほど効率の悪い資源利用の方法となっている。近代から現代への飲料容器の歴史は、リサイクルの重要性

を訴える素材として活用できる資料であり、未来に伝えていくべき遺物であるといえるだろう。
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目久美遺跡8次調査出土遺物観察表

法量の注記の無いものは残存高を示す。

遺物 出土
器種 法量(cm) 特 徴 色調

番号 .till 点
Po1 2L 深鉢 4.1 口縁部外面を肥厚させ、外面に条痕を施す。 灰色

Po2 8R 深鉢 6.5 外面L刺突と条痕を施す。 濃黒茶褐色

Po3 4R 深鉢 2.9 外面L押引による沈線を施す。 黒褐色

Po4 4L 浅鉢 12.1 内外面とも条痕調整し、外面に粘土搭を貼付ける 黒褐色

Po5 3L 浅鉢 6.3 外出を条痕調整し、粘土告を貼付ける O 黒褐色

Po6 5R 浅鉢 5.2 外面を条痕調整し、粘土帯を貼付け、刺突を施す。 黒褐色

Po7 3L 深鉢 9.5 外面を条1長調整し、円形の車Ij突を施す。 濃灰色

Po8 1L 不明 2.9 外面を条痕調整する。紋様帯有り。 淡褐色

Po9 1L i采鉢 5.4 外面L車Ij突を施す。 黒褐色

PolO 3R 深鉢 2.6 外面L事Ij突を施す。 褐色

Po11 3R t末鉢 4.4 外面に 13J字状の刺突を施す。 褐色

Po12 4R 深鉢 10.6 外面に貝殻状の工具Lよる刺突を施す。 褐色

Po13 6R 深鉢 11.4 外面に貝殻状の工具による刺突を施す。 濃褐色

Po14 3.4[2Z 深鉢 14.2 外面に貝殻状のT呉による刺突を施す。 黒褐色

Po15 1L 深鉢 36(口径) 口縁は波状を呈し、外而にへフ状工具による刺突紋 黒渇色

25 が3列巡る。
Po16 2L 深鉢 35(口径) 外面に ICJ字状の車IJ突が巡る。 黒色

11.5 
Po17 1L 深鉢 4.2 外面に ICJ字状の刺突が巡る。 黒褐色

Po18 1L 深鉢 5.1 器壁は薄く、外面し爪形の圧痕が施される。 黒褐色

Po19 5R 深鉢 5.8 器墜iii等く、外面L爪形の圧1良が施される。 黒色

Po20 1L 深鉢 5.6 横位L羽縄紋が巡る。 黒褐色

Po21 5R 深鉢 9.2 器壁は薄く、外面に斜縄紋が施される。 褐色

Po22 8L 深鉢 8.5 口縁は波状を呈し、内外面を条痕調整する。穿孔有 黒褐色

り。

Po23 3L 深鉢 5.5 U縁は波状を呈し、内外出を条痕調整する。穿干し有 外:黒内:灰褐色
り。

Po24 6L 深鉢 10.9 内外出を条痕調整する。穿孔有り。 黒褐色

Po25 1L 深鉢 7.2 内外面を条痕調整する。穿孔有り。 褐色

Po26 2L 深鉢 5.9 内外面を条痕調整する。穿孔有り G 灰色

Po27 2L 深鉢 46(Ui壬) 口縁は波状を呈し、内外両を条痕調整する。 黒褐色

16 
Po28 2L 深鉢 48(口径) 口縁ii波状を呈し、内外面を条痕調整する。 濃褐色

13 
Po29 5R 深鉢 21.8(U径) 口縁は波状を宝し、内外面を条痕調整する。 日音沃緑色

43 
Po30 イ，~円 深鉢 39(口{圭) 口縁は波状を呈し、内外面を条痕調整する。 濃灰色

11.7 
Po31 8R 浅鉢 24.4(rH王) LJ縁は液状を呈し、外出を条痕調整する。 H音濃灰色

15.6 
Po32 2L 浅鉢 16(口径) 口縁は波状を呈し、内外面を条痕調整する。 黒褐色

15.5 
Po33 5R 深鉢 39.6(口f王) 日縁は波状を呈し、内外面を条1長調整する。 濃灰色

18.5 
Po34 3L i采鉢 17 口縁は波状を呈し、内外而を条痕調整する c 濃灰色

Po35 2R 深鉢 8.2 口縁は波状を呈し、内外面を条痕調整する。 暗褐色

Po36 3R tま鉢 11 口縁は波状を呈し、内外面を条痕調整する。 濃灰色

Po37 3R 深鉢 9.8 口縁ii波状を呈し、内外面を条痕調整する。 濃灰色

Po38 1L 深鉢 8.8 rl縁は波状を早し、内外面を条痕調整する。 照褐色

Po39 不明 t末鉢 6 LJ縁は波状を呈し、内外出を条痕調整する。 褐色

Po40 3R 深鉢 4.5 口縁は波状を宝し、内外而を条痕調整する。 外:濃灰色内:淡黄灰色

Po41 3L 深鉢 7.8 口縁は波状を呈し、内外耐を条痕調整する。 褐色

Po42 5R 深鉢 4.1 口縁は波状を呈し、内外面を条痕調整する O 黒色

Po43 2L 深鉢 2.9 口縁は波状を呈し、内外面を条痕調整する。 灰色

Po44 3L i深鉢 38(口径) 頚部はくびれ、口縁は大きく外反する。 灰色

20 
Po45 3L 深鉢 36(口径) 口縁はやや外反気味に伸び、内外出とも条痕調整す 濃黒褐色

13.3 るの

Po46 2L i采鉢 29(口径) 口縁はやや外反気味に伸び、内外而とも条痕調整す !火色

9.3 る。

Po47 5L 深鉢 10.8 口縁はやや外反気味に伸び、内外面とも条痕調整す 黒色

る。

P048 1L 沫鉢 13 口縁はやや外反気味に{申び、内外面とも条痕調整す 濃灰色

る。

Po49 3L 深鉢 10.4 口縁はやや外反気味に{申び、内外面とも条痕調整す 濃灰色

る。
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Po50 3R 深鉢 8.9 口縁はやや外反気味に伸び、内外面とも条痕調整す 褐色・黄土色混じる

るO
Po51 2L 深鉢 8.7 口縁はやや外反気昧に伸び、内外面とも条痕調整す 外:灰色内:濃灰色

る。

Po52 3L 深鉢 9 [-1縁はやや外反気味に伸び、内外面とも条痕調整す 濃茶褐色
る。

Po53 2L 深鉢 8.3 口縁はやや外反気味に伸び、内外面とも条痕調整す 灰色
る。

Po54 2L 深鉢 5.4 口縁はやや外反気味に伸び、内外面とも条痕調整す 外:黒褐色内:緑灰色

るO
Po55 3L 派鉢 9.4 口縁は真っ直ぐ立ち上がり、内外面とも条痕調整す 濃灰色

る。

Po56 2L 深鉢 8.3 日縁は真っl白:ぐ立ち上がり、内外面とも条痕調整す 濃f1¥色
る。

Po57 llR 深鉢 6.9 口縁は真っ直ぐ立ち上がり、外面に条痕調整する。 外:濃灰色内:灰色
Po58 5R 深鉢 10.7 日縁は真っ直ぐ外反する。 黒褐色
Po59 6R 深鉢 30(li径) 口縁は真っ直ぐ立ち上がり、内外而とも条痕調整す 外:黒灰色内:濃灰色

10.3 る。

Po60 3R i采鉢 7.7 口縁は波状を呈し、粘土帯を貼付ける O 黒茶褐色
Po61 3L 浅鉢 20(口径) 内外面を条痕調整し、粘土帯を貼り付ける。 濃灰色

9 
Po62 3R 浅鉢 17.6(口{圭) 内外面を条痕調整し、粘士帯を貼り付ける。 褐色

8.5 
Po63 2L 浅鉢 18.5(口径) 内外面とも条痕調整。 灰色

8.3 
Po64 2L 浅鉢 18(li径) 内外両とも条痕調整。 i農褐色

5.2 
Po65 2L 浅鉢 14.3(口径) 調整不明。 暗灰色

8 
Po66 3R 浅鉢 14(口径) 外而を条痕調整する。 黒灰色

3.7 
Po67 4R 浅鉢 13.4 (口i壬) 内外面とも条痕調整。 濃灰色

4.9 
Po68 1L 浅鉢 12.6(口径) 調整不明。 外:灰色内:黒色(炭化)

6.3 
Po69 士坑1 浅鉢 20(口径) 内外面とも条痕調整。 灰色

3.7 
Po70 1L 浅鉢 19.6(口径) 内外出とも条痕調整。 褐色

2 
Po71 3L 浅鉢 31.8 (口径) 内外面とも条痕調整。 濃灰色

6.6 
Po72 上坑1 浅鉢 30(口径) 内外面とも条痕調整。 褐色

7.5 
Po73 2R 浅鉢 22(口j壬) 内外面とも条痕調整。 黒褐色

7.8 
Po74 3L 浅鉢 12.8 内外面とも条痕調整。 褐色

Po75 6R 浅鉢 25.8(Uf杢) 内外面とも条痕調整。 淡黒色に 部炭化物

16.4 
Po76 5L 深鉢 7.6 縄紋を施し、粘土帯を張付ける。 濃灰色

Po77 3R 浅鉢 12.4 (口径) 外面を条痕調整し、口縁外面に孤状の沈線を施す。 淡褐色と!黒褐色混じる
10 

Po78 3L 深鉢 4.7 内面を肥厚させ、縄紋を施す。 淡褐色

Po79 4L i采鉢 4.5 外由に縄紋を施す。 外:黒褐色内:褐色

Po80 2R 深鉢 15.5 外面に縄紋を施す。 外:黒褐色内:褐色

Po81 2L j家鉢 30(口径) 外面L縄紋を施す。 県倒色

17.5 
Po82 1L 深鉢 7.9 外出に縄紋を施し、口縁部に刺突を巡らせる。 黒褐色

Po83 3L 深鉢 5.2 外而に縄紋を施し、肥厚させた口縁部L事IJ突を巡ら 濃黒褐色
せる。

Po84 3L 深鉢 4.8 外面に縄紋を施し、肥厚させた[1縁吉s(こ車IJ突を巡ら 茶褐色
せる。

Po85 1L i采鉢 4.7 外面に縄紋を施し、口縁部を肥厚させる。 灰色

Po86 3R 深鉢 3.4 外面に縄紋を施し、口縁部を肥厚させる 3 黒色

Po87 2R 深鉢 5 外面に縄紋を施し、[]縁吉sを肥厚させる。 黒褐色
Po88 2L 深鉢 4.1 整形時の痕跡を留める O 外面に縄紋を施す。 外:県褐色内:灰色

Po89 2L 深鉢 3.3 外而に縄紋を施し、口縁部を肥厚させる。 黒色

Po90 3L 深鉢 2.7 外面L縄紋を施し、口縁部を肥厚させる。 灰色

Po91 3L i采鉢 4 整形時の痕跡を留める。外面L縄紋を施す。 灰色

Po92 3L 深鉢 3.3 整形時の痕跡を留める。外面に縄紋を施す。 濃灰色
Po93 1L 深鉢 3.5 整形時の痕跡を留める。外両に縄紋を施す。 黒色
Po94 3R 深鉢 4.5 外面に縄紋を施し、口縁部を肥厚させる。 淡拘色
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Po95 2L i采鉢 6.2 外面に縄紋を施し、 LI縁部を肥厚させる。 黒褐色

Po96 3L 不明 10.6 (低j壬) 外面を条痕調整する底部片。 濃灰色

3.5 
Po97 2L 不明 10.8 (底筏) 外出を条痕調整する底部片。 灰色

3.8 
Po98 2R 不明 9.5(底径) 外面を条痕調整する底部片。 黒褐色

2.4 
Po99 1L 不明 10.4(1氏径) 外出を条痕調整する底部片。 !火褐色

2 
Po100 1L 不明 8(底径) 外面を条痕調整する底部片。 時灰色

2.5 
Po101 lL 不明 9.5(底径) 外出を条痕調整する!長部片。 黒褐色

3.5 
Po102 1L 不明 7.4(1忌f手) 外面を条痕調整する底部片。 褐色

5 
Po103 lL 不明 6(底径) 外面を条痕調整する!氏部片。 灰褐色

5.7 
Po104 1L 不明 8.6(1氏任) 外面を条痕調整する底部片。 灰色

2.5 
Po105 lL 不明 6(底径) 底部片。 褐色

1.7 
Po106 3L 浅鉢 5.5(1氏径) 浅鉢形土器の!氏部c 外面に縄紋を施す。 黒褐色

6.8 
Po107 2L 不明 7(底径) 底部片 O 外I両lこ縄紋を施す。 灰色

3.9 
Po108 2L 不明 8.5(底径) 底部片。外面に縄紋を施す。 黒褐色

3.6 
Po109 2R 不明 9.4 (底径) 底部片。外両に縄紋を施す。 時灰色

2.5 
Poll0 2L 不明 8.7(底径) 底部片。外面に縄紋を施す。 暗灰色

1.2 
Polll lL 不明 8(底径) 底部片。 灰褐色

1.2 
Po112 2L 不明 8.5(底径) 底部片。 灰色

1.7 

Po113 2L 不明 9.6(底径) 底部片。外面L縄紋を施す。 黒褐色

3.4 
Po1l4 3・4L 深鉢 5.6 深鉢形士器の底部。内外面とも条痕調整。 灰色

Po1l5 4L 深鉢 23 深鉢形土器の底部。内外面とも条痕謝整。 !県、褐色

Po1l6 4R 深鉢 25.9 深鉢形土器の底部。内外出とも条痕調整。 黒褐色

Po1l7 5L 深鉢 19.9 深鉢形土器の底部。内外出とも条痕調整c 黒褐色

Po1l8 3L 深鉢 24.1 深鉢形士器の底部。内外面とも条痕調整。 濃灰色

Po1l9 12R 主宰鉢 33(口t壬) 頚部がくびれる深鉢形土器。外面は粗い条痕を施す。 淡黄褐色
32 

Po120 3R 浅鉢 3 外面Lへフ描きによる紋様を施す。 黒色

Po121 突帯紋土器 3.9 口縁端部に接して突帯を貼り付けるの突帝に刺突を 外:黒色内:暗褐色

突帯紋士器 施す。

Po122 突帯紋土6~ 4.7 日縁端部に接して突帯を貼り付ける C 突帯に刺突を 灰褐色

施すc

Po123 突帯紋土器 4 口縁端部に接して突帯をH占り付ける O 突帯に東Ij突を 外:}火色内:褐色
施す。

Po124 突帯紋士器 8 11縁端部に緩して突帯を貼り付ける。突帯に刺突を 外:灰褐色内:淡褐色

施す。

Po125 突帯紋土器 3.3 口縁端部L接して突帯を貼り付ける C 突帯に刺突を 灰褐色

施す。

Po126 突帯紋土器 14.7(胴径) 日音Ij(褐色

2.7 突帯に京IJ突を施す。

Po127 突帯紋士器 4.7 突帯に刺突を施す。 時抗j色

Po128 突帯紋士器 4.2 突帯に車IJ突を施す。 褐色

Po129 突帯紋土器 3.7 突帯に刺突を施す。 褐色

Po130 突帝紋土怒 5.3 11縁端部に接して突帯を貼り付ける。 暗褐色

19.6(口径)
Po131 突借紋土器 4.8 11縁端部に接して突帯をH占り付ける。 時褐色

16.8(口径)
Po132 突帯紋土器 6 LI縁端部に接して突帯を貼り付ける。 樹色

Po133 突帯紋土器 5.2 口縁端部に接して突帯を貼り付ける。 日音灰倒色

Po134 突帯紋土器 5.3 口縁端部に接して突帯を貼り付ける。 時褐色

Po135 突帯紋土器 6 口縁端部に緩して突帯を貼り付ける。 外:黒褐色内:R音褐色

Po136 突帯紋土6~ 6 口縁端部に接して突帯を貼り付ける。 灰褐色

Po137 突帯紋土器 3.7 口縁端吉s'=接して突帯を貼り付ける。 褐色

Po138 突帯紋士器 3.2 日縁端部に接して突倍を貼り付ける。 外:褐色黒灰色
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Po139 突帯紋土器 2.8 口縁端部に接して突帯を貼り付ける。 淡褐色

Po140 突帯紋土器 3.6 口縁端部に接して突帯を貼り付ける。 淡褐色

Po141 突帯紋土器 7.5 [:1縁端部に接して突帯を貼り付ける。 暗灰褐色

Po142 突帝紋土器 7.5 Ll縁端部に接して突帯を貼り付ける。 淡褐色

Po143 突帯紋土器 7.1 口縁端部に接して突帯を貼り付ける。 灰色

Po144 突帯紋土器 3.7 口縁端部に接して突帯を貼り付ける。 褐色

Po145 突帯紋土器 1.5 口縁端部に接して突帯を貼り付ける。 淡褐色

Po146 突帯紋土器 5.6 口縁端部に接して突帯を貼り付ける。 暗何色

23.4 (口径)
Po147 突帯紋土器 4 口縁端部からやや下がった位置に突帯を貼り付ける c 外:暗灰色内:暗褐色

Po148 突帯紋土6~ 5.2 口縁端部からやや下がった位置に突帯を貼り付ける O 淡褐色

Po149 突帯紋土器 5.3 L1縁端部からやや下がった位置に突帯を貼り付ける。 外:反褐色内:暗灰褐色
Po150 突帯紋土器 4.9 口縁端部からやや下がった位置に突帯を貼り付ける。 外:黒褐色内:暗褐色

Po151 突帯紋土器 5.3 口縁端部からやや下がった位置に突帯を貼り付ける。 淡褐色

Po152 突帯紋土器 1.9 口縁端部からやや下がった位置に突帯を貼り付ける。 淡褐色

Po153 突帯紋士器 2.5 口縁端部からやや下がった位置に突帯を貼り付ける。 褐色

Po154 突帯紋土器 8.3 口縁端部からやや下がった位置に突帯を貼り付ける。 淡褐色

31.8(口i圭)
Po155 突帯紋土器 6.4 日縁端部からやや下がった位置に突帯を貼り付ける。 褐色

32.2(口径)
Po156 突帯紋土器 15.0 口縁端部からやや干がった位置L突帯を貼り付ける。 暗褐色

24.7(口径)
Po157 突帯紋土器 2.4 口縁端部からやや下がった位置に突帯を貼り付ける。 褐色

Po158 突帯紋土器 4.6 []縁端部からやや下がった位置に突帯を貼り付ける。 褐色

Po159 突帯紋土器 2.7 口縁端部からやや下がった位置に突帯を貼り付ける。 淡灰褐色

Po160 突帯紋土器 5.5 口縁端部からやや下がった位置L突帯を貼り付ける。 黒褐色
Po161 突帯紋土器 5.3 口縁端部からやや下がった位置に突帯を貼り付ける。 褐色

Po162 突帯紋土器 4.9 口縁端部からやや下がった位置に突帯を貼り付ける。 外:黒褐色内:暗灰褐色

Po163 突帯紋土器 3.1 日縁端部からやや下がった位置に突帯を貼り付ける。 淡灰褐色

Po164 突帯紋土器 5.9 口縁端部からやや下がった位置L突帯を貼り付ける。 淡褐色
Po165 突帯紋土器 5 口縁端部からやや下がった位置L突帯を貼り付ける C 時灰色
Po166 突帯紋士器 3.7 口縁端部からやや下がった位置に突帯を貼り付ける。 H音灰褐色

Po167 突帯紋土器 9.5 日縁端部からやや下がった位置に突帯を貼り付ける。 暗褐色

Po168 突帯紋土器 6 日縁端部からやや下がった位置に突帯を貼り付ける。 暗褐色

Po169 突帯紋土器 8.6 口縁端部からやや下がった位置L突帯を貼り付ける。 外:赤褐色内:淡褐色

Po170 突帯紋土器 5.6 口縁端部からやや下がった位置L突帯を貼り付ける c 褐色

Pol71 突帯紋土器 4.4 口縁端部からやや下がった位置に突帯を貼り付ける O 暗褐色

Pol72 突帯紋土器 3.2 日縁端部からやや下がった位置に突帯を貼り付ける。 外:暗褐色内:褐色

Po173 突帯紋土器 3.3 口縁端部からやや下がった位置に突帯を貼り付ける。 褐色

Po174 突帯紋土器 2.7 口縁端部からやや Fがった位置に突帯を貼り付ける。 褐色
Po175 突帯紋土器 2.5 口縁端部からやや下がった位置に突帯を貼り付ける。 淡褐色

Po176 突帯紋士容 4.4 [J縁端部からやや下がった位置に突帯を貼り付ける。 淡灰色

Pol77 突帯紋土器 3.5 口縁端部からやや下がった位置に突帯を貼り付ける O 外:暗褐色内:褐色

Po178 突帯紋土器 6.6 口縁端部からやや干がった位置L突帯を貼り付ける。 褐色
Po179 突帯紋土器 4.9 口縁端部からやや下がった位置に突帯を貼り付ける。 外:褐色内:暗褐色

Po180 突帯紋土器 3.5 口縁端部からやや下がった位置に突帯を貼り付ける。 褐色

Po181 突帯紋土器 4.3 口縁端部からやや下がった位置に突帯を貼り付ける O 褐色

Po182 突帯紋土器 5 口縁端部からやや下がった位置に突帯を貼り付ける。 灰褐色

Po183 突帯紋士器 5.3 口縁は波状を呈し、突帯が 条に分岐する。 淡灰褐色

31.8(口{圭)
Po184 突帯紋土器 5.2 突帯と胴部L刺突が施される。 何色

Po185 突帯紋土器 4.8 壷形を呈し、口縁端部に突需を貼り付ける O 刺突有 灰褐色

り。

Po186 深鉢 5.4 日縁はやや内湾気味に立ち上がり、外方に肥厚する。 淡褐色

Po187 t草鉢 5.5 口縁は真っ直ぐ立ち上がる。 外:a音褐色内:褐色
Po188 深鉢 3.1 口縁は外方に立ち上がる。 外:灰褐色内:暗灰色

29.5(口径)
Po189 深鉢 4.5 U縁は外方し立ち上がる。 時掲色

27.9 (口j呈)
Po190 深鉢 4.7 口縁は外方に立ち上がる。 灰褐色

22.7(口1王)
Po191 深鉢 4.7 U縁は真っ直ぐ立ち上がる。 外:褐色内:暗褐色

Po192 深鉢 3.2 口縁は外方に立ち上がる。 暗褐色

Po193 深鉢 5.1 口縁はやや屈曲しながら、真っ直ぐ立ち上がる。 外:すす付着内:褐色

Po194 深鉢 5.9 口縁は真っI自:ぐ立ち上がる。 外:褐色l 内:黒灰色

Po195 深鉢 3.3 U縁は真っ直ぐ立ち上がる。 外:a音褐色内:褐色
Po196 浅鉢 6 口縁は外方に伸びる。 黒褐色

18.6(口{壬) 褐色

Po197 浅鉢 5 口縁は外方に伸びる。 暗褐色

18.6(1 Ji壬)
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Po198 浅鉢 3.4 口縁は外方に伸びる。 H音褐色

18.6(口径)
Po199 浅鉢 4.1 日縁は外Hに伸びる。 H音褐色

20.6(口径)
Po200 浅鉢 4.8 口縁は外方L伸びる。 淡褐色

14.1 (日経)
Po201 浅鉢 5.8 U縁は外H今に伸びる。 外:a音褐色内:褐色

12.9(口j壬)
Po202 浅鉢 4.5 口縁は外方に伸びる。 外:黒褐色内:暗褐色

16.4 (口f手)
Po203 浅鉢 5.4 碗状を呈する。 淡灰褐色

14.6(口径)
Po204 浅鉢 5.1 碗状を呈する O 褐色

23.8(口{手)
Po205 縄紋土器片 4.6 補修痕を残す士器片c 外:目青褐色 内:黒色

Po206 弥之主士器、電 5.1 口縁部は外方に屈曲する。

15.2(口径) 黒褐色

Po207 弥生土器、壷 6.1 日縁部は外反し、頚部に一条の凹線が巡る O 暗褐色

16(口径)
Po208 弥生土器、壷 5 口縁部は外反し、頚部L緩い段を持つ。 淡褐色

16.6(口径)
Po209 弥生上器、壷 17.2 円縁部は外反し、頚部と屑部に凹線が巡る。 j炎樟褐色

18(口j杢)
Po210 弥生土器、電 6.6 日縁部は外反し、頚部L緩い段を持つ。 褐色

16.6(口径)
Po211 弥生土器、壷 4.4 日縁部は外反し、頚部に一条の問線が巡る O 褐色

20(口係)
Po212 弥之主土器、表 5 口縁部は外反し、頚部に一条の凹線が巡る O 淡褐色

15.2(口j壬)
Po213 弥生土器、壷 5.7 口縁部は外反し、頚部に，条の同線が巡る。 淡褐色

15(口係)
Po214 弥生土器、音 10.8 口縁部は外反し、頚部L二条の凹線が巡る。 時褐色

12.8(口径)
17.6(口径) 淡褐色

Po215 弥生土器、壷 26.9 円縁部は外反し、頚部と胴部に凹線が巡る。頚部内 褐色

19.3([ J径) 面に突帯が付けられる。
Po216 弥生士器、底部 4.6 Po215と同一国体か 淡褐色

12.2(口径)
Po217 弥生土器、壷 5.6 日縁部は外反する 淡褐色

15.6(口径)
Po218 弥生土器、音 5.2 口縁部は外反する 褐色

17(口{壬)
Po219 弥生土器、壷 9.3 口縁部は外反し、頚部に凹線が巡る。 淡褐色

30.2 (日経)
Po220 弥生土器、査 6.4 日縁部は外反し、主良部L凹線が巡る。 淡褐色

25.6(Ui壬)
Po221 弥生士器、壷 6.6 口縁部は外反し、頚部に凹線が巡る。 淡褐色

35.5(口j壬)
Po222 弥生土器、壷 5.3 日縁部は外反する c i炎褐色

32.2(口f杢)
Po223 弥生土器、音 3.9 口縁部は外反し、頚古~1= [IlJ線が巡る G 淡掲色

28.2(Ui壬)
Po224 弥生士~、壷 4.5 口縁部は外反し、頚部し回線が巡る。 褐色

29(口径)
Po225 弥生土器、壷 5.6 日縁古~は外反する。 淡褐色

25.4(口i$)
Po226 弥生土器、壷 4.2 日縁部は外反する。 H音掲色

24.6(1 J径)
Po227 弥之主土器、電 4.3 口縁部は外反する。 日音褐色

23.8(口i壬)
Po228 弥生土接、壷 5.5 口縁部は外反する。 淡褐色

21.6(口径)
Po229 弥生土器、壷 3.6 口縁部は外反する。 淡褐色

18.5(口1壬)
Po230 弥生上器、壷 3.6 日縁部は外反する。 外:褐色 内:日吉褐色

18.5(口径)
Po231 弥生土器、壷 3.5 口縁部は外反する。 外:黒褐色内:暗褐色

15.4(口径)
Po232 弥生土器、壷 4.6 [ 1縁吉sは外反する。 外:淡燈褐色内:淡尚色

15.6(1jf圭)
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Po233 弥生土器、壷 5.4 口縁吉sは外反する c 淡褐色

15([ 11王)
Po234 弥生土器、壷 4.8 口縁部は外反し、頚部に一条の回線が巡る。 i炎褐色

12.9 (1 [径)
Po235 弥生土器、壷 5 口縁部は外反する。 淡褐色

15(U1壬)
Po236 弥生土器、壷 5.2 LJ縁部は外反し、頚部L一条の回線が巡る。 褐色

11.6(口{壬)
Po237 弥生土l1d、表 6.8 口縁部は外反し、頚部L五条の凹線紋が巡る。 淡褐色

13.4 (口径)
Po238 弥生土器、壷 口縁部は水平方向に伸び、端部は回線と刺突が施さ 灰褐色

17.6(Ll径) れる。
Po239 弥午土器、壷 1.4 u縁部は水平方向に伸びる。波状紋と円形浮紋によ 暗褐色

24.8(口径) り加飾される O
Po240 弥生土器、責 2.2 口縁部は水平方向L伸びて下垂する。端部に斜格子 淡燈褐色

27.8(口経) 紋が施される。
Po241 弥生土器、壷 5 頚部に突帯を巡らす。 淡褐色

Po242 弥宇土器、壷 6.8 頚部に凹線が巡る。 褐色

Po243 弥生士器、表 6.8 頚部に凹線が巡る。 淡褐色

Po244 弥生土器、壷 5.8 頚部に回線が巡る。 淡褐色

Po245 弥生土器、壷 5.3 頚部に凹線が巡る o 淡褐色

Po246 弥生土器、壷 6.8 肩部に段と回線が巡る。 淡椅褐色

Po247 弥生士器、壷 7.8 屑部に段を持つ。胴古sに突帯の剥がれた痕跡有り。 暗褐色

Po248 弥生土器、壷 5.6 屑部に回線が巡る O 淡褐色

Po249 弥生土器、壷 10.4 屑部に問線が巡る。 茶褐色

Po250 弥生土器、壷 7.4 肩部に凹線と刺突紋が巡る O 淡褐色

Po251 弥生士器、壷 8.3 屑部に凹線が巡る。 淡掻褐色

Po252 弥生土器、壷 7.4 胴部に刺突を施した突帯が巡る C 淡褐色

Po253 弥生土器、壷 6.2 胴部に刺突を施した突帯が巡る。 時潟色

33.1 (胴径)
Po254 弥生土器、音 11.2 屑部に凹線が巡る G 外:黒褐色内:灰褐色

Po255 弥生土器、壷 3.7 屑部に凹線が巡る。 褐色

Po256 弥生土器、壷 6.8 月刊部に阿線が巡る。 淡掲色

Po257 弥牛7土器、壷 3.6 財部L刺突を施した突帯と問線が巡る。 日音褐色

Po258 弥生土器、意 3.8 屑部に刺突を施した突帯と凹線が巡る。 外:褐色内:灰褐色

Po259 弥生土器、宣主 4.9 屑部に刺突を施した突帯が巡る。 褐色

Po260 弥生土器、壷 4.2 頚部L刺突を施した突帯が巡る。 外:a音何色内:褐色
Po261 弥生士器、音 3.4 壷の体部片。突帯に刺突を施す。 褐色

Po262 弥生土6:、壷 3.8 査の休部片。突帝に刺突を施す。 褐色

Po263 弥生土器、壷 5.2 壷の体部片。突帯に刺突を施す。 外:淡褐色内:褐色

Po264 弥牛ー土器、壷 3.8 壷の体部片。突帯に刺突を施す。 褐色

Po265 弥生土器、表 4.2 壷の休部片。突帯に刺突を施す。 外:日音褐色 内:淡褐色

Po266 弥生土器、壷 4.1 屑部に木葉紋を施す。 外:黒褐色 IAJ:褐色
Po267 弥生土器、壷 4 肩部に木葉紋を施す。 淡褐色

Po268 弥生士器、官 5 貝殻状工具Lより緩杉紋を施す。 淡褐色

Po269 弥生土2号、壷 5.7 貝殻状工具により綾杉紋を施す。 淡褐色

Po270 弥生土器、壷 4 貝殻状工具により綾杉紋を施す。 淡燈褐色

Po271 弥之主土器、壷 3.4 へフ状工貝により綾杉紋を施す。 褐色

Po272 弥生土窓、青 4.4 へフ状L具により綾杉紋を施す。 褐色

13(iji~1圭)

Po273 弥生土器、壷 5.9 へラ状工呉により綾杉紋を施す。 淡褐色

Po274 弥生士器、表 5.1 へフ状工具しより綾杉紋を施す。 褐色

Po275 弥生土6~、壷 6 櫛描による紋様を施す。 褐色

Po276 弥生土器、壷 5.1 櫛摘による紋様を施す。 暗褐色

Po277 弥之主土器、壷 3.5 櫛描による紋様を施す。 淡褐色

Po278 弥生土器、青 6.7 櫛捕による斜格子紋と突帯が巡る。 黄灰樹色

31(胴{手)
Po279 弥生土器、壷 5.9 貝殻状工具による刺突を施す。 外:淡褐色内:淡符褐色

29(胴i壬)
Po280 弥生土6:、壷 9.8 貝殻状L具による刺突を施す。 外:黒尚色内:黒色

Po281 弥生土器、壷 7.1 貝殻状工具による刺突を施す。 外:燈褐色内:黒色

Po282 弥、午土器、壷 4.2 蛍{本部片。波状紋と櫛拍手立が巡る。 褐色

Po283 弥生士器、表 5 壷体部J-¥。波状紋と櫛描紋が巡る。 灰褐色

Po284 弥生土器、壷 10.4 屑の張る小形壷。 淡褐色一部黒斑

10.5 (月1.11手)
4.1(胴径)

Po285 弥生土器、表 7.5 小形壷。 淡渇色

Po286 弥生上器、無頚 4.0 口縁部が内湾する無頭壷。 褐色

壷 7.6(1 J径)
Po287 ~t、牛士器、無頚 5.5 U縁部が内湾する無頚音。口縁部L穿孔宿り。 外:黒褐色内:黒色

宜E 16.4 (口径)
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Po288 弥生土器、無頚 5.9 日縁部L指頭rr痕貼付突帯が巡る無頚索。 淡褐色

軍 22.4 (r11圭)
Po289 弥生土器、鉢形 3.5 口縁端部が外方に突出する。 外出一部黒褐色

土器 21.6(口径)
Po290 弥生士器、鉢形 3.3 口縁は外反する。へフ描きの線刻有り。 H音褐色

土器 16.8(日経)
Po291 弥生土器、鉢形 2.9 円縁は外反する。 外:褐色内:黒褐色

士器 8(L1径)
Po292 弥生土器、鉢形 4.4 口縁端部が外hに突出する。 外:暗褐色内:褐色

土器 14.8(口径)
Po293 弥、空土器、鉢形 3.2 円縁はやや外方に伸びる。 燈褐色

士器 12.6(口{壬)
Po294 弥生土器、妻 11.7 口縁部 FIこ段を持つ。 外:暗褐色(照斑)

21.6(口{手) [AJ:赤褐色
Po295 弥生土器、愛 6.5 fl縁部下に段を持つ。 外:Jj(褐色内:褐色
Po296 弥生土器、受 4.4 U縁部下に段を持つc 淡褐色

Po297 弥生土器、妻 5.6 口縁部下に段を持つ。 暗褐色

Po298 弥生土器、委 6.6 口縁部下に l条の凹線が巡る。 黒褐色

17.6(11径)
Po299 弥生土器、受 6.1 日縁部下に l条の凹線が巡る。 外:燈褐色内:淡樹色

15.8(口径)
Po300 弥生士器、愛 2.8 口縁部下に l条の凹線が巡る c i炎褐色

20.2(ll径)
Po301 弥生上器、委 5.7 口縁部 FI=1条の凹線が巡る。 何色

24.7(口径) 外:煤付着 内:一部黒斑

Po302 弥生七器、愛 4.9 口縁部下1=1条の凹線が巡る。 褐色

30.6(LJ径)
Po303 弥生土器、斐 7.8 日縁部 FI=1条の凹線が巡る。 淡褐色

24.6(口径)
Po304 弥生士器、愛 9.5 口縁部下1=1条の凹線が巡る。 褐色

22.4(LJl壬)
Po305 弥生上器、警 2.6 口縁部ドし l条の凹線が巡る。 褐色

16(口径)
Po306 弥生士器、愛 4.4 口縁部下1=1条の凹線が巡る。 淡褐色

33.4(1I径)
Po307 弥生上器、受 5.8 口縁部 lーに2条の回線が巡る。 淡褐色

20.3(口径)
Po308 弥生士器、愛 6 口縁部下に2条の問線が巡る c 褐色内部黒斑

21 (IJf手)
Po309 弥生土器、斐 8.6 LJ縁部下に2条の凹線が巡る。 外:黒褐色内:褐色

21.4 (口j壬)
Po310 弥之主士器、三重 6.8 口縁部ドに2条の問線が巡る。 外:時褐色内:黒役j色

24.8(口{圭)
Po311 弥生土器、警 6.5 11縁部下に 2条の凹線が巡る c 外:淡燈褐色，内:明灰褐色

27.5(口径)
Po312 弥生土器、楚 4.7 口縁部~.に 2 条の凹線が巡る。 淡褐色

20(口径)
Po313 弥生士器、愛 4.5 口縁部下に 2条の凹線が巡る。 褐色

19.6(1 11圭)
Po314 弥生土器、霊童 6 LJ縁部下に 2条の回線が巡る。 外:淡褐色 l勾:目前局色

20.4 (口j壬)
Po315 弥生土器、斐 8.9 口縁部下に2条の凹線が巡るひ 淡褐色内:黒斑

19.2(口径)
Po316 弥生士2昔、愛 6.2 日縁部下に 2条の凹線が巡る 3 外:a音褐色内:淡褐色

20.8 (1 1筏)
Po317 弥生上器、斐 9.8 U縁部下lこ2条の凹線が巡る。 外:褐色内:褐色

19.6(口f壬)
Po318 弥生土器、楚 10.8 口縁部卜に 2条の凹線が巡る。 H音褐色

24.3(口径)
Po319 弥生土器、婆 8 口縁部下に 3条の問線が巡る。 褐色

25(口径)
Po320 弥生土6~、愛 4.8 口縁部下に 3条のIU]線が巡る ο 柊褐色 .!M、斑布

18.2(口径)
Po321 弥生上器、愛 8.3 口縁部下に3条のl日|線が巡る。 灰褐色

25.7(口径)
Po322 弥生土器、変 5.4 口縁部 Fに2条の問線と刺突紋が巡る。 褐色

28.8(口径)
Po323 弥生土器、受 12.1 11縁部下に 3条の凹線と刺突紋が巡る。 外:褐色内:暗弱色

Po324 弥生土器、警 6 lJ縁部下に 9条の凹線が巡る。 何色

Po325 弥生土2号、愛 6・7 口縁部は緩やかに外反する c 褐色

39.4 (1 H呈)
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Po326 弥生土器、斐 8.5 [1縁部は緩やかに外反する。 外:褐色内:淡燈褐色

39(日経)
Po327 弥生土~、愛 4.7 l1縁部は緩やかに外反する。 褐色

32.5([1径)
Po328 弥生土器、受 9.6 口縁部は緩やかに外反する。 外:暗褐色内:燈褐色

31.2 (L1f壬)
Po329 弥生土器、警 13.2 口縁部は緩やかに外反する。 外:拘色 I}..J:暗褐色

27.4 (口径)
Po330 弥生士器、受 5.9 日縁部は緩やかに外反する O 暗褐色

29.6(口径)
Po331 弥生土器、愛 7.7 口縁部は緩やかし外反する。 褐色

28.4(LH圭)
Po332 弥生土器、警 9 口縁部は緩やかに外反する。 外:黒褐色内:褐色

28.2(口{壬)
Po333 弥生土器、建 6.1 11縁部は緩やかに外反する。 外:暗褐色内:褐色

29([1径)
Po334 弥生土器、愛 4 口縁部は緩やかし外反する。 淡燈褐色

27.6(口径)
Po335 弥生土器、警 5.8 口縁部は緩やかに外反する。 外:a音褐色内:褐色

27.4 (口j壬)
Po336 弥生土2号、愛 23.8 U縁部は緩やかに外反する。 外:暗褐色一燈褐色

25.4(1 H圭) 内:褐色~黒褐

Po337 弥牛土器、妻 17.4 口縁部は緩やかに外反する O 外.褐色内:暗褐色

24.8(口j壬)
Po338 弥生土器、警 7.9 l1縁部は緩やかに外反する O 褐色

22.8(円径)
Po339 弥生土器、愛 4.7 口縁部は緩やかに外反する。 淡褐色

20.7(口径:)
Po340 弥生土器、要 6.6 日縁部は緩やかに外反する。 褐色

21.2(口径)
Po341 弥生土器、受 6.3 日縁部は緩やかに外反する。 褐色

22.2(口径)
Po342 弥生士器、建 4.7 口縁部は緩やかに外反する。 H音褐色

20.2(口径)
Po343 弥生土器、斐 4.9 口縁部は緩やかに外反する。 外:淡褐色内:黒褐色

23.4 (口径)
Po344 弥生士器、警 6 口縁部は緩やかに外反する O 灰褐色

19.3(口径)
Po345 弥生土器、愛 5.3 口縁部は緩やか仁外反する。 褐色

16.0(口径)
Po346 弥生士器、受 5.6 口縁部は緩やかに外反する。 外:褐色内:燈褐色

18.6(口径)
Po347 弥生土器、受 7 口縁部は緩やかに外反する。 外:日音掲色 内:褐色

16.6(口径)
Po348 弥生士器、建 4.7 口縁部は緩やかに外反する C 淡褐色

16.2(口径)
Po349 弥生土器、愛 4.7 日縁部は緩やかに外反する。 褐色

14.2(日径)
Po350 弥生士器、楚 4.2 口縁古sは緩やかに外反する。 j炎褐色

13.6(口径)
Po351 弥生土器、愛 2.5 日縁端部は「く j字形に屈曲する。 褐色

16.5(口径)
Po352 弥生士器、警 2.5 口縁端部は「くJ字形に屈曲する。 時褐色

13.4 (口{壬)
Po353 弥生上器、愛 4.1 日縁端部は iLJ字形に屈曲する O 淡灰倒色

14.4(Ul手)
Po354 弥生士器、受 3.3 口縁端部は iLJ字形L屈曲し、凹線が巡るつ 外.淡褐色内:1火褐色

1O(口径)

Po355 弥生上器、主主 22.3 Ll縁端部は iLJ字形に屈曲し、櫛箔紋が巡る。 淡何色

32.8(Ll待)
Po356 弥;'1.士器、霊童 3.5 口縁部は「く」字形に原曲する。 淡褐色

17.8(口i壬)
Po357 弥生上6~、妻 1.7 Ll縁部は「く j字形に屈曲する。 淡灰褐色 M¥斑有

13.8(l11王)
Po358 弥生士器、饗 7 口縁は外反し、端部に申IJ突を施す。 淡灰褐色煤付着

49.6(口径)
Po359 弥生土6~、愛 5.6 II縁は外反し、端部に刺突を施す。 暗褐色

29.4 ([ 11王)
Po360 弥生士器、受 5.5 口縁は外反し、端部に申Ij突を施すc 外黒褐色内:褐色

27(口径)
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Po361 弥牛士器、霊童 5 LJ縁は外反し、端部に刺突を施す。 灰褐色

23.4 (口径)
Po362 弥生土器、受 4.6 口縁は外反し、端部L刺突を施す。 外:u音褐色内:褐色

25.6(U径)
Po363 弥生士器、警 2.9 U縁は外反し、端古st=刺突を施す。 淡褐色

24(口径)
Po364 弥生上器、受 4.5 口縁は外反し、端部に刺突を施す。 外:褐色，内:暗褐色黒斑

21.8(U径)
Po365 弥生士器、警 3.9 口縁は外反し、端部に刺突を施す。 褐色

22.6(口{手)
Po366 弥生土器、翌 6.5 口縁は外反し、端部に刺突を施す。 外:暗褐色一部炭化物

23.6(口i壬)
Po367 弥生土器、警 7.6 口縁は外反し、端部に刺突を施す。 外:a音褐色内:褐色

23.8(日係)
Po368 弥生土器、警 6.2 r-J縁は外反し、端部に刺突を施す。 H音褐色煤付着

19.5(口j壬)
Po369 弥生土器、愛 2.2 口縁は外反し、端部L刺突を施す。 淡褐色

14(円係)
Po370 弥生土器、妻 6 U縁は外反し、端部に刺突を施す。口縁部下に 1条 淡灰褐色

24(口{壬) の凹線が巡る。
Po371 弥生土2号、愛 3.4 口縁は外反し、端部に刺突を施す。 LI縁部下に 1条 外:権縄色

25.8(日経) の阿線が巡る。 内:褐色一部県斑

Po372 弥生土器、妻 24.6 U縁は外反し、端部に刺突を施す。口縁部下に l条 褐色
7.3(口1壬) の凹線が巡る C

Po373 弥生土器、愛 5.1 口縁は外反し、端部に刺突を施す。日縁部下に l条 外・暗倒色 内:燈褐色
28.4([11圭) の凹線が巡る。

Po374 弥午土器、楚 4.9 u縁は外反し、端部L刺突を施す。口縁部下に 1条 外:暗褐色内:褐色
21.8 (口j壬) の凹線が巡る。

Po375 弥生土器、変 2.3 口縁は外反し、端部に刺突を施す。日縁部下に 1条 淡褐色
(19.2Ll1王) の凹線が巡る。

Po376 弥午土器、斐 10.7 U縁は外反し、端部に刺突を施す。口縁部下に2条 淡褐色
32(口径) の凹線が巡る。

Po377 弥生土器、変 3.6 口縁は外反し、端部に刺突を施すc 口縁部下に 2条 日音褐色
26.9(J Ji李) の凹線が巡る。

Po378 弥生土器、受 3.3 口縁は外反し、端部に刺突を施す。口縁部下に 2条 日音褐色
26.9 (口f壬) の凹線が巡る。

Po379 弥生土器、愛 21.4 口縁は外反し、端部に刺突を施す。口縁部下に 2条 外:日音褐色 内:褐色
6.3(ni辛) の凹線が巡る。

Po380 弥生土器、愛 2.5 U縁は外反し、端部に刺突を施す。口縁部下に 2条 淡褐色
30.6(口{壬) の凹線が巡る。

Po381 弥生土器、愛 34.8 口縁は外反し、端部に刺突を施す。口縁部 fに2条 褐色
3.7(口j圭) の阿線が巡る。

Po382 弥生土器、霊童 9.2 1 J縁は外反し、端部に刺突を施す。口縁部下に 2条 淡褐色
34.1 (口径) の凹線と刺突紋が巡る。

Po383 弥生士器、警 5.8 口縁は外反し、端部に車IJ突を施す。 U縁部下l二2条 H音褐色
21.3(口径) の問線と刺突紋が巡る。

Po384 弥生上器、変 18.2 日縁は外反し、端部に車IJ突を施す。口縁部下に3条 暗褐色
29.6(L1径) の凹線が巡る C

Po385 弥生土器、愛 6.2 口縁は外反し、端部に刺突を施す。 1J縁部下に 4条 外・黒褐色 内:暗鰯色
25.5(口径) の凹線が巡る。

Po386 弥生土器、愛 9.4 口縁は外反し、端部に刺突を施す。口縁部 rに7条 外:暗褐色内:褐色
23.4 (口保) の問線が巡る。

Po387 弥生上器、受 27.6(器局) 11縁は外反し、端部に刺突を施す。口縁部下に 8- 淡対色
25.6(lJ径) 9条の凹線が巡る O

Po388 弥牛土器、愛 17.5 口縁は iLJ字形を早し、端部に車Ij突を施す。 U縁 淡褐色煤付着
6.8(口{壬) 部下に5条の凹線が巡る。

Po389 弥生士器、前月: 3.7 口縁端部は内側に肥厚する。 以褐色

20.8 (口径)
Po390 弥生上認、品杯 3.5 口縁端部は内側に肥厚する。口縁に穿孔有り。 外:淡灰褐色内:灰褐色

21.3(1]径)
Po391 弥生土器、品杯 1.1 口縁は水平方向L伸び、東IJ突が巡る。穿孔令り c 褐色

19.4 (口径)
Po392 弥午土器、高土手 2.2 杯部が段状となる品杯。 H音褐色

Po393 弥牛士器、高杯 2.8 脚柱部に沈線が巡る。 日音褐色

Po394 弥生士器、両杯 4.5 脚柱部に沈線が巡る。 11(褐色

Po395 弥生土器、品杯 3.3 脚柱部L斜めん宇向の線刻が巡る。透かし有り。 褐色

Po396 弥午土器、局杯 2.7 脚端部が内側に肥厚する。 淡尚色
12.6(底径)

Po397 弥生土器、高杯 3.1 日脚端部は外方t=fl申び、事IJ突が施される。 日音褐色
11(口j壬)
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Po398 弥生土器、品杯 10 脚端部は上方に伸びる。 淡褐色

10.2 (底径)
Po399 弥生土器、蓋形 3.7 やや器局の低い重量形土器。 暗褐色

土器 12.7(口径)
Po400 弥生土器、蚕形 15.8 漏平な蓋形土器。 灰褐色

土器 1.2 (口径)
Po401 弥生土器、童形 0.8 口扇平な差形土器。 淡灰褐色

土器 11(口径)
Po402 弥生土器、蓋形 0.9 口扇平な差形土器。穿孔有り。 淡褐色黒斑

土器 14(口径)
Po403 土製円盤 4.2(幅) 土器片を加工する。中央部に穿孔しかけた痕跡が残 灰褐色

0.6(厚さ) る。
Po404 土製円盤 6.2(幅) 土器片を丸く加工する。中央部に穿孔しかけた痕跡 外・淡褐色 内:黒褐色

0.6(厚さ) が残る O
Po405 土製円盤 4.7(幅) 土器片を丸く加工したもの。 外:黒褐色内:淡褐色

0.7(厚さ)
Po406 土製円盤 4.2(幅) 土器片を丸く加工したもの。 淡灰褐色一部やや赤み

1.2 (厚さ)
Po407 土製円盤 5.3(幅) 土器片を丸く加工したもの。 淡燈褐色

0.7(厚さ)
Po408 土製円盤 6.1(幅) 土器片を丸く加工したもの。 外黒色内:暗褐色

0.6(厚さ)
Po409 土器片錘 5(編) 土器片を四角く加工する。 外:黒褐色内:褐色

1.1(厚さ)

Po41O 土錘 4.8(長さ) 管状の土鍾。 暗褐色

3(幅)
Po411 土錘 4(長さ) 管状の土錘。 暗褐色

3.2(幅)
Po412 匙形土製品 7.2(長さ) スプーン状に整形し、取手を付ける C 淡褐色黒斑

4.9(幅)
5.8(器高)

Po413 土笛? 6.4 口径は小さく、穿孔がある。土笛か。 暗褐色

5.8(口径)
Po414 土笛? 4.8 体部に穿孔有り。 淡褐色

Po415 漆塗土器 4.2 内外面に黒色の漆が塗布されている。霊童片か。 黒色

Po416 土器片 3.2 同心円状の線刻を持つ。浅鉢の体部片か。 黒褐色

Po417 弥生土器、壷体 8.3 屑部に丸い突起を貼り付ける。壷の破片か。 外: 内:淡灰褐色

部片

Po418 底部 7.3 底部片。 外:褐色内:黒褐色

9.2(底径)
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図版



図版 1

1 基盤層輪出状況(2区より東を見る}

2 基鍍暦植出状iJ((111&より西を見る}



図版 2

1 滋蝕台完据 {北より}

2・沼木町出土状現 (南より)



図版3

1-31&:.13眉の遺物出土状現 (西より]

2・'-4区埠蝕台楠出状丑 (南より)

3・土i.1t1 .植樹状況 {南より)



図版4

. ;濃木喜平町出土状現 (南より)

2. 6-A区、誼蝕台の続出状現 {商より)

3・4-L臣、埴蝕台樟出状現 (南より)



図脹5

1・革2水図下眉の土器溜り、 3ラインでの抽出状丑 (東より}

2 軍2水田下層的土器溜り、 2ライン調査風景 (東より)

~~， l~世号

3 第2水田下層白土器溜り、 1-41&.での遺物出土状坦 (筒より)



図版6

1 第2水田下層、 Po626出土拭現 (東より]

2 . 11圏、Po416出土状況 (車より)

3・11層、 586出土状現 (北より)



図版7

1・車2水田下層、 5114、Po516出土状現 {西より)

2 -10区-Rライ〆、11層、W1出土状況 はtより)

3-3-4臣、第2水田機出状現 (高より)



図版8

1 . 1-4区、車2水田 (南より)

2・5-8区、第2水田と水路 1(北より)



図版9

1 . 1-4区、第2水田 (北より)

2'5-8臣、第2水田と水路 1(北より)

3・9-13区、水目上水路2 (北より)



図版叩

1 .第2水田、水田3と水田4岡田畦畔 (北より)

2 軍2水田‘水田4と水田5聞の畦畔 (東よリ)

3・第2水図.21&の暖畔分値状現 (北より)
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.J ....:~許，---..~
， 

四グ

1 第2水田畦畔のB-B断面 {東より}

2・水路上足跡抽出 {東より}

3 水路 1，足跡完揖 (東より)

、
. .、，、.・

J h 
-、‘
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図版刊



図版12

1 水路上 W13出土状;現 (東より)

2・大峰僻2、8ライン断面 (南より)

3.5-8区、第2水図 [南より)



掴随13

画面

1 . 5-8臣、車2水田 (南より)

2 . 8臣、水路1と大嵯畔2(商より)

3・8区、水路 1と大畦畔2 (北より)



図版刊

1・10区、水路上大陸畔2 (東より}

2・土手放置禍、サブトレンチの断面 (東より)

3 .水路2植出状現 (東より)



図版叩

1 水路2、完掲 (西より)

2・4-1層調査凪畢 (北より)

3 土筑5完揖 (商より)



図版16

1 近世の稽環状遺構 (南より)

2 .土坑6-土筑10‘完揖 (南より)

3 足跡事孝纂3、繊出状混 (南より)



図版17

1 足跡欝集3、完据 (荷より)

句4

川、

2 甚強区1トレンチ、完据 (北より)

い v 
-~-. ~. → A -"・.

"'" ‘ 

3 . lJ1彊区2トレンチ、西断面 (東より)



図版惜

1 甚彊1&2トレンチ、完据 (南より)
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3 甚!l区3トレンチ.石割水槽 (東より)
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1 盤強1&3トレンチ、石製水槽の内部 (西より)

2 革張区3トレンチ完据 (南より)
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3・明治時代的自久美 (中央町小山が足尾山)
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図版20

民1
2 

-，0. ~ -・
圏圃a

4 

1 • 13眉出土遺物

2 . 13園出土遺物



7. 

国主回

1・13層出土i貨物

.、、6 ・

2 . 11層出土遺物
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図版21



図版22

叡16

'" 

1 . 11置出土遺物

. 

323 300 

2・1可園出土;1鞠



図版23

q 
269 273 

266 

268 271 

1・11層出土遺物

413 

410 411 

2・11届出土遺物



図版24

416 

1・11層、水路 1出土遺物

2 罵2水田下置出土遺物



1 草2水田下圃出土遺物

、.'， 

2 槙2水田下層出土;a噛
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図版25
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図版26

1 高2水田下層出土壇物

622 

. 

2 第2水田下膚出土遺物



図版27

唾
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697 

1・遺構外出土遺物

Wl 

2・11111出土木副品



図版28

59' 593 

S 102 

1 車2水田下層出土石器

Z自
5B1 

2 .11.出土石器



図版四

584 

587 

1・11眉出土石器

S 114 

2 軍2水田下層出土石器品



図版30

目久美遺跡第 8~圃査の花"

1 マツ凪悦雄管京豆腐

4 クマシデ編アサグ 5 ，ナラ廊
ヨナラ車雌

9 オモダカ属 10 イネ属型

14 ソパ腐 日ソパ属

• 
2 スギ 3 ハンノキ属

6 ，ナラ属 7 ニレ属ーケヤキ 8 ツツジ斜

アカガシヨ直属

11 ミズアオイ凪 12 カヤツリグサ科 目アリノトウグザ踊

ーヰ主主

16 アカザ斜ーヒニa斜 17 アブラナ糾 18 ヨモギ，.
ーーー-10μm



イネ
担制6

ススキ且型
間料2

ワマザザ.聖
担料5

4J 。
ヨン圏
阻斜5

ネザザ節型
民軒5

海綿lUt
阻制7

植物益融体(プラントオパ ル)の顕微鏡写真 5O#m  

図肱31
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縄紋土器
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